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　問診、身体測定、血圧測定、血液検査、尿検査などを行う健診は、自分の健康チェッ

クにぴったりです。５月～ 12 月は特定健診・後期高齢者健診・39 歳以下健診が受け

られます。対象の人は健診を受けましょう。

　特定健診は毎年 10 月から 12 月に多くの人が受診しています。しかし、健診は問

診などで時間がかかり、またワクチン接種の時期とも重なるため、実施機関が混みあ

い、予約も取りにくくなっています。比較的空いている夏までに、受診してください。

学校・職場など
で健診を受けて
ください。

はい はい

はい

いいえ いいえ

いいえ

職場などで健診を
受けてください。

加入している医療
保険者が実施する
健診を受けてくだ
さい。

39歳以下健診

特定健診

※�受診券の発行はありま
せん。健診実施機関に
直接申し込みください。

　特定健診の結果で動脈硬化が進む可能性がある人には、予防と改善のため特定保健指導の案内を送付します。案内が届

いたら特定保健指導を受けましょう。

問

学校・職場などで健診を
受ける機会がありますか？

加入の医療保険は
「国民健康保険」ですか？

職場などで健診を
受ける機会があり
ますか？

健診名健診名 対象者対象者（年度末時点）（年度末時点） 費用費用 持ち物持ち物 実施場所実施場所

特定健診
国民健康保険に加入している

40 ～ 74 歳の人
無料

  ・受診券（ピンク色）
  ・保険証
  ・質問票

県内の
指定医療機関

後期高齢者健診 75 歳以上の人 無料
  ・受診券（黄色）
  ・保険証
  ・質問票

県内の
指定医療機関

39歳以下健診 19 ～ 39 歳の人 1,600 円※※   ・保険証（種別問わず）
市内の

指定医療機関

※市民税�非課税世帯などは事前申請で無料になる場合があります。

どちらかに該当

　健康診断の結果をもとに保健師・管
理栄養士と面談し、現在の健康状態を
把握。対象者が健康的な生活に自ら改
善できるよう、食生活などのアドバイ
スを行います。

必ず受けてください。
正常血圧
啓発キャラクター
血管くん

【特定健診・39歳以下健診に関すること】　健康推進課　 (33)4252・ (34)6612・ 7143
【後期高齢者健診に関すること】　　　　　 保険年金課　 (36)5751・ (33)1717

　生活習慣の改善は、続けるのが難し
いですが、自分の生活を担当の人と一
緒に振り返ることで励みになりました。

　特定保健指導を受けて、具体的なプ
ランを実行することで、メタボから脱
出できました。

保健センター、0 次予防センターなど。自宅でできるオンライン型もあります。

※医療機関など、詳しくは受診券と同封のパンフレット、または健康ガイドブックをご覧ください。

〇喫煙習慣がある

空腹時血糖が 100mg/dl 以上または HbA1c5.6% 以上〇血糖

空腹時中性脂肪 150mg/dl 以上または
HDL コレステロール 40mg/dl 未満

〇脂質

収縮期 130mmHg 以上または拡張期 85mmHg 以上〇血圧

①または②と、③の項目で 1 項目でも当てはまると対象者になります。

男性 85 ㎝以上
女性 90 ㎝以上

腹囲①
体重 kg ÷身長ｍ÷身長ｍ
　　　　　　　＝ 25 以上

BMI②

③

後期高齢者健診
※�生活習慣病で治療中の人も
対象になりました。
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　周辺の風景と調和するため、本市全域を対象とする「全市計画」と、７つの風景ゾーンの一部から、個別の風景

計画（「水郷風景計画」、「伝統的風景計画」、「歴史文化風景計画」）を策定しています。風景計画区域内で一定規模

以上の建築行為を行う場合は、景観法に基づく届け出が必要です。

建築物など（工作物含む）の新築・新設・増築・改築・移転、外観を変更する修繕・
模様替え・色彩の変更、開発行為、土地の形質の変更など

・�勾配屋根の部分は４～５寸の勾配とし、切り妻または入り母屋形式とします。
・�屋根は八幡瓦色のいぶし銀色とします。

・常時または一定の期間継続して表示されるもの
・屋外で表示されるもの
・公衆に対して表示されるもの
・�看板、立看板、広告旗、貼り紙・札、広告塔、広告板、

建物、その他の工作物などに掲載・表示されるもの

　屋外広告物は、多くの人に情報を提供する公共性の高いものです。そのため掲出の際は安全性だけでなく、掲出

場所やその方法・面積などについても規制・指導を行っていますので、掲出前に申請をお願いします。

・橋りょう、トンネル、高架構造物、分離帯
・街路樹や路傍樹、またはこれらの支柱
・�信号機、道路標識、歩道柵、ガードレール、カーブミラーなど
・電柱、街灯柱、その他の電柱に類するものなど

　当課窓口にある申請書に必要事項を記入し、掲出前に提出ください。申請

書は市ホームページ（ 6757）からもダウンロードできます。

　屋外広告物は、雨や風、日差し
などにより、設置直後から劣化が
始まります。補修・点検がされな
いまま放置した状態が続くと、広
告物が落ちる、飛ぶ、倒れるといっ
た事故につながりますので、定期
的な管理をお願いします。

　工事の着手 30 日前までに所定の図書を当課に提出ください。風景計画に適
合しないと認められる場合は、助言・指導などを行います。また、届け出前の
事前相談を随時受け付けていますので、ぜひご連絡ください。届出書は市ホー

ムページ（ 6618）からもダウンロードできます。

　本市は地域の特性からゾーンを７つに分けています。自宅やよく行く場所の風景ゾーンを確認してみましょう。

湖畔風景ゾーン
　沖島を含む琵琶湖畔の地域

水郷風景ゾーン
�　琵琶湖の原風景である西の湖とヨシ原を中心とす
る水郷地帯

田園風景ゾーン
　広がりのある田畑と、農村集落や鎮守の森などが一体
となった田園地帯

伝統的風景ゾーン

　八幡山城下町として整備され、その後町人のまちとし
て再生・発展してきた在

ざいごうまち

郷町（旧八幡町）と、その周辺
の旧農村集落からなる地域

街道風景ゾーン
　朝鮮人街道や中山道沿いの旧街道地域

市街地風景ゾーン

　鉄道駅を中心として計画的に市街化を進めてきた
地域と、国道８号沿いの工業団地

歴史文化風景ゾーン

　老
おいそのもり

蘇森、観音寺城跡、安土城跡などの国指定史跡と、
その周辺の旧城下町や田園地帯からなる地域

　美しい自然や伝統的なまちの景観を保つため、本市で

は多くの条例や計画を定めています。今回は、そんなふ

るさとの景観を守る取り組みの一部をご紹介します。

都市計画課    (36)5510・ (32)5032

皆さんはどのように景観が守られているか
知っていますか？

建築物デザインと一体感がある看板

適正に管理されている建物や看板

周辺のまちなみや自然の風景に配慮
した形態・規模・色彩の建物や看板

自然の風景を阻害する建物や看板

乱立した看板や、規制以上の高さが
ある看板

派手な色合いの建物や看板

適正に管理されていない建物や看板

交
通
安
全

求人Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

6626

14642

新町通り
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おすすめ新着本
児童書

近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）
TEL(36)5566・FAX(36)5882

い や や

消費者トラブルで困ったらご相談ください！

消費者ホットライン　１８８１８８

　副業や投資に関するトラブルでは、情報商材を
購入後、高額なサポート契約を勧誘され、「お金
がない」と断ると遠隔操作アプリを悪用して借金
をさせる手口が目立ちます。勧誘時に、「簡単に
稼げる」「すぐに元が取れる」などといわれるこ
とがありますが、そのようなうまい話はありませ
ん。また、借金をすぐに返せる保証はないうえ、
事業者に解約や返金を求めても、高額な解約料を
請求されたり、突然連絡が取れなくなるなど、解
決が困難になるケースがあります。勧誘トークは
うのみにせず、冷静によく考えて、決して借金し
てまで契約しないようにしましょう。

【事例】
　「簡単にもうかる」というインターネット広告
を見て、副業のノウハウが入っているという情報
商材を 1 万円で購入した。その後事業者から電
話が入り、200 万円のサポートプランを勧めら
れた。「お金がない」と断ったが、「すぐに元が取
れる」といわれ、貸金業者で借金をするために、
スマートフォンに遠隔操作アプリを入れるように
案内され指示に従った。事業者からいわれるまま
にスマートフォンの操作を行い、嘘の収入申告を
した。3 社から 200 万円を借金し、指定の口座
に振り込んだ。しかし指示通りに作業してももう
からず、借金だけが残った。どうしたらよいか。

『なんていいひ』 『ユーカラおとめ』

おすすめ新着本
一般書

近江八幡図書館　 （32)4090・ （32)4099
安土図書館　　　 （46)6479・ （46)6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

5月の休館日

　大正 11 年、アイヌの少女幸
ゆ き え

恵は、アイヌ文学の研究助手
として東京で働くことになりました。しかし、どこへ行って
も「アイヌ」や「女性」への偏見がつきまとい、幸恵は心身
をすり減らします。苦境の中、幼い頃から祖母のユーカラを
聞き、アイヌ語・英語・日本語に長けた幸恵は、本の出版を
わが使命として研究に励みます。『アイヌ神謡集』の執筆後、
19 歳の若さで逝

せいきょ

去した知
ち り

里幸恵の物語です。

　窓の外は雨。部屋の中では３人の子どもたちが傘をもって
くるくる踊り始め、とうとう外に飛び出します。水たまりで
大きくスキップ、歌もうたってみる。やがて雨がやみ、草す
べりをしたり、木に登ったり。
　最初は灰色一色の雨の場面ですが、少しずつ色が増えてい
き、まばゆいばかりの雨上がりの風景へと変わっていきます。
どんな天気でも、体全体で楽しむ子どもたちの喜びがいきい
きと伝わってきます。2022 年に国際アンデルセン賞を受賞
した、韓国の絵本作家による絵本は４、５歳から楽しめます。

リチャード・ジャクソン／文
スージー・リー／絵（小学館）

泉ゆたか／著（講談社）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

『ロボットの夢の都市』
ラヴィ・ティドハー／著（東京創元社）

『学芸員しか知らない美術館が楽しくなる話』
ちいさな美術館の学芸員／著（産業編集センター）

『おかあさん観察図鑑』クォン・ジョンミン／著（NHK出版）
『73歳、ひとり楽しむ山歩き』市毛良枝／著（KADOKAWA）

『たんぽぽのたねとんだ』
すずきゆりいか／ぶん　ごんもりなつこ／え（福音館書店）
『せかい１のスピードレース』中垣ゆたか／作（交通新聞社）
『ぼくのねこポー』　　 　　   岩瀬成子／作（PHP研究所）

◆近江八幡図書館
おはなしメリーゴーランド
日時　8日 R　午前10時30分～　対象　0 ～ 2歳
※参加人数が多い場合は回数を分けて開催します。

近江八幡おはなし研究会のおはなし会
開催日　11日 U

対象・時�間　0 ～ 2歳・午前10時15分～、
　3 ～ 4歳・午前10時35分～、5歳以上・ 午前11時～
※�金田コミュニティセンターでのおはなし会は、25日 U に

開催します。

◆安土図書館
おはなしメリーゴーランド
日時　24日 Y　午前10時30分～　対象　0 ～ 2歳
※参加人数が多い場合は回数を分けて開催します。

安土おはなし童話クラブのおはなし会
開催日　18日 U

対象・時間　3 ～ 5歳・午前10時10分～、
　小学生・午前11時～

※すべて申込不要（当日参加制）

① �しょうがをすりおろして、しょうゆを加えてよく混ぜる。
② �①にごま油を入れ、小口切りした青ネギを加えてよく混

ぜてなじませる。
※�しょうゆの代わりに４人分の材料に対して、小さじ１杯

程度の顆
かりゅう

粒の鶏がらスープの素やかつおだし、昆布茶で
もおいしくできます。

＃しそ・しょうが・ハーブなどの風味を利用する

高血圧症の予防のため、ワンポイントアドバイスとともに手軽な減塩レシピをご紹介します。

作り方

「簡単にもうかる」
副業の広告にご用心！

市公式 LINE で
毎月レシピを配信中！

健康推進課
(33)4252・ (34)6612・ 22720

問 ６つの減塩のコツは HP をチェック

材料（４人分）

・しょうが 60g
・青ネギ 20g

・しょうゆ 10g
・ごま油 20g

　６月１日予約分から、予約本が準備できた際の連絡方法
が次の中から選べるように変わります。

・電話　　　　・E メール（事前登録が必要）
・ファクス　　・連絡不要

　　　　　「時代劇の似合うまち」
一般書
　　　　　「チルでいこう～ゆったり、まったり～」

児童書　　「ようこそ！としょかん動物園へ」
しょうゆの量を控え、しょうがなどの香味野菜

を加えることで、香りや風味がプラスされ、減塩
しても物足りなさを感じません。「つけて」食べ
ることで減塩の効果も期待できます。

※ハガキでの連絡方法はなくなります。
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Ｉ
Ｄ
番
号

中
程
度
の
難
聴
の
あ
る
高
齢
者
向
け

補
聴
器
の
購
入
費
助
成
を
開
始
し
ま
す

　

近
年
の
研
究
で
、
難
聴
が
認
知
症
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
難
聴
に
な
る
と
会
話
が
消
極

的
に
な
り
、社
会
活
動
の
範
囲
も
縮
小
し
、

活
発
な
脳
の
活
動
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
程
度
の
難
聴
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
る
高
齢
者
が
補
聴
器
を
装
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

生
き
と
生
活
す
る
た
め
に
、
補
聴
器
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①�

市
内
に
住
所
が
あ
る
満
65
歳
以
上
の
人

②�

補
聴
器
の
購
入
に
つ
い
て
、
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
規
定
す
る
補

装
具
費
の
支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

③�

片
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ
シ
ベ
ル
以

上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、
も
う
片
耳
の

聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ
シ
ベ
ル
以
上
90
デ

シ
ベ
ル
未
満
で
あ
り
、
医
師
か
ら
補
聴

器
の
装
用
が
有
用
で
あ
る
と
診
断
を
受

け
て
い
る
人

問

長
寿
福
祉
課　

（
31
）３
７
３
７
・

（
31
）３
７
３
８
・

２
７
６
５
１

問 教育総務課　 （36）5539・ （32）3352

対
象
の
補
聴
器　
管
理
医
療
機
器
認
定
を

取
得
し
た
補
聴
器

※�

電
池
、
充
電
器
、
イ
ヤ
モ
ー
ル
ド
な
ど

の
付
属
品
を
含
み
ま
す
。

助
成
金
額　
上
限
２
万
円

※
１
人
１
回
限
り

受
付
開
始　
８
月
１
日
T
～

申
込
方
法　

補
聴
器
を
購
入
す
る
前
に
、

所
定
の
申
請
書
類
を
当
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

購
入
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※�

補
聴
器
購
入
時
は
、
全
額
自
己
負
担
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
８
８
１
・

（
36
）５
８
８
２
・

７
２
８
４

問

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日　

６
月
３
日
W　

午
後
１
時
～
４
時

場　

�

市
役
所
４
階
第
２
委
員
会
室
、　

総
合
支
所
１
階　

消
防
司
令
室

※�

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
日
程
は
、

本
紙
25
ペ
ー
ジ
（
各
種
無
料
サ
ポ
ー
ト

ガ
イ
ド
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
長
の
推
薦
を
受

け
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
皆
さ
ん

に
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
啓
発
や
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
６
月
１

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
に
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

を
広
く
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

申
問
・

行
政
改
革
へ
市
民
目
線
の
ご
意
見
を

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

行
政
改
革
課　

（
36
）５
５
９
９
・
（
32
）２
６
９
５
・

２
０
３
１
９

0
1

0
4

2
6

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

８
５
０
１　

桜
宮
町
２
３
６

　

本
市
で
は
、
市
行
政
経
営
改
革
指
針
、

市
行
政
経
営
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
、

着
実
な
行
政
経
営
・
改
革
を
進
め
、
新
し

い
地
方
自
治
の
担
い
手
と
し
て
近
江
八
幡

市
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
へ
の
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人

委
嘱
期
間　
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間

委
員
報
酬　
５
６
０
０
円
（
１
回
の
会
議

に
つ
き
）

応
募
資
格　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
本
市
在
住
の
人

②�

４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
は
除
く
）

③�

平
日
の
委
員
会
に
出
席
で
き
る
人

※�

委
員
会
は
、
年
５
回
程
度
昼
間
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

応
募
方
法　
申
込
書
と
レ
ポ
ー
ト
（
テ
ー

マ
「
市
民
が
期
待
す
る
こ
れ
か
ら
の
役
所

と
は
」）を
４
０
０
字
程
度
記
入
し
、持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

レ
ポ
ー
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
「
行
政
経
営
改
革
指
針
」

と
「
行
政
経
営
改
革
実
施
計
画
」
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
24
日
Y
必
着

※�

持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
執
務
時
間
内
に
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他

・�

選
考
結
果
は
、
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
応

募
者
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
な

お
、
応
募
書
類
な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・�

会
議
の
内
容
は
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

オンライン申請用
二次元コード

人権擁護委員の皆さん（敬称略）

氏　名 主な担当学区

安
やす

田
だ

　晴
はる

彦
ひこ 八幡学区

鎌
かま

田
だ

　正
まさ

子
こ 八幡学区

市
いちかわ

川　純
す み よ

代 島 学 区

万
ま ん の

野　藤
ふじはる

治 岡山学区

中
なか

西
にし

あさ子
こ 金田学区

小
こ に し

西　喜
よ し お

朗 金田学区

新
しん

垣
がき

　善
よし

博
ひろ 桐原学区

青
あ お き

木　孝
た か こ

子 桐原学区

大
おお

橋
はし

　嘉
か

一
いち 北里学区

坂
さ か い

井　　近
ちかし 武佐学区

深
ふ か い

井　　実
みのる 安土学区

井
いのうえ

上　　光
こう 老蘇学区
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市職員の採用試験を実施します
問・申 人事課　 （36）5554・ （32）3237・ 25224

〒523-8501　桜宮町 236

職種 採用予定
人数 対象者　※詳しくは採用試験案内で確認ください。 第1次試験

日時・場所

①一般行政職
　（経験者採用）

6人
程度

・平成元年４月２日～平成 10 年 4 月１日生まれの人
・�令和 6 年５月１日現在で民間企業など（国家・地方公務員含む）

の事業所に勤務し、職務経験が３年以上の人

日時
①～③
6月23日Q

午前 8時30分～
④～⑥
6月23日Q

午後0時45分～
⑦
6月16日Q

午後0時45分～

場所
①～⑥
市文化会館（出町）
⑦
市役所本庁舎（桜宮町）

②一般行政職
　（Ｕターン・

Ｉターン採用）

2人
程度

・平成元年４月２日～平成 10 年 4 月１日生まれの人
・�令和 6 年５月１日現在で県外に在住し（県外の市区町村の住民基

本台帳に記録されていること）、県外の民間企業など（国家・地方
公務員含む）の事業所に勤務し、職務経験が３年以上の人

・採用後は本市に定住する人

③一般行政職
　（ICT・

デジタル採用）

2人
程度

・平成元年４月２日～平成 10 年 4 月１日生まれの人
・�令和 6 年５月１日現在で民間企業などで ICT 関連の職務経験が 2

年以上の人
・�（独）情報処理推進機構（IPA）が実施する試験のうち、市が指定

する試験のいずれかに合格している人

④土木技術職
　（�有資格者または　

経験者対象）

2人
程度

・昭和 53 年４月２日以降生まれの人
・�技術士（建設部門または上下水道部門）、技術士補（建設部門また

は上下水道部門）、１級または２級土木施工管理技士（種別：土木）
のうち、いずれかの資格を有する人、または民間企業など（国家・
地方公務員含む）で土木工事の設計又は施工管理に従事した職務
経験が 3 年以上の人

⑤建築技術職
　（�有資格者または　

経験者対象）

2人
程度

・昭和 53 年４月２日以降生まれの人
・�一級建築士または二級建築士、１級または２級建築施工管理技士
（種別：建築）のうち、いずれかの資格を有する人、または、民間
企業など（国家・地方公務員含む）で建築工事の設計又は施工管
理に従事した職務経験が 3 年以上の人

⑥幼稚園教諭・
　保育士職
　（経験者採用）

2人
程度

・平成元年４月２日以降生まれの人
・�幼稚園教諭と保育士の両方の資格を有する人
・�令和 6 年 5 月 1 日現在で、これらの資格を活かした職務経験が

２年以上の人

⑦保健師職
　（経験者採用）

2人
程度

・昭和 53 年４月２日～平成 10 年 4 月１日生まれの人
・�令和 6 年５月１日現在で保健師資格を活かした職務経験が２年以

上の人

令和 6年10月１日採用

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み

は
、
河
川
や
農
業
排
水
路
を
経
て
琵
琶
湖

に
流
れ
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
市
に

は
農
業
用
水
を
河
川
や
琵
琶
湖
か
ら
取
水

し
て
い
る
地
区
や
、
農
業
排
水
を
ポ
ン
プ

で
排
水
し
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
以
外
に
も
防
火
用
水
や
生
き

物
の
生
息
場
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
持
つ
農
業
施
設
は
地
域
の
財
産
で
あ

り
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
農

業
者
だ
け
で
は
な
く
地
域
に
住
む
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

農
業
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
し
な
い

よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
は
や
め
て
く
だ
さ
い

農
村
整
備
課　

（
36
）５
５
４
５
・

（
46
）５
３
２
０

問

脱炭素を推進するための補助金を活用ください
環境政策課　 （36）5593・ （36）5882問・申

　エネルギー消費性能に優れた家電製品へ
の買い換えによりエネルギーを効率的に使用し、環境
に配慮したまちづくりの促進と脱炭素の推進を図るた
め補助金を交付します。

補助対象商品
エアコン、冷蔵庫、冷凍庫　　
※�省エネ基準達成率100％以上の新品に限る。
補助対象者
次の①②に該当する人
①市内に居住し住民登録のある人
②�市内の販売店で購入（買い換え）し、

自らが居住する住宅に設置した人
補助金額
本体価格の2分の1（上限5万円）
※�設置工事の費用、リサイクル費用、消費税及び地方

消費税の額を除く。
※1世帯につき1台のみ。
※市ホームページから電子申請で申し込みできます。

　※�両補助金とも、詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

省エネ家電製品買い換え支援補助金
27315

ポ
イ
捨
て
の
禁
止
等
に
関
す
る

条
例
が
公
布
さ
れ
ま
し
た

環
境
政
策
課　

（
36
）５
５
９
３
・

（
36
）５
８
８
２
・

２
７
６
２
５

問

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
全
で
快
適
な
生
活

の
た
め
、
ま
た
、
観
光
客
が
年
々
増
加
す

る
な
か
で
、
風
情
あ
る
街
並
み
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、「
近
江
八
幡
市
ポ
イ
捨
て
の
禁

止
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
令
和

６
年
３
月
22
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
市
の
ほ
か
、
市
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど
の
責
務
と
と
も

に
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
周
辺
や
一
級
河
川
な
ど
を

環
境
美
化
重
点
区
域
と
し
て
指
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
条
例
に
違
反
し
た
人
に
対
す
る

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
規
則
で

過
料
３
０
０
０
円
の
罰
則
規
定
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
令
和
６

年
10
月
１
日
か
ら
施

行
予
定
で
す
。

受付期間　①～⑥ 5月1日 R ～ 6月10日 W、
　　　　　⑦ 5月1日 R ～ 6月3日 W　
　午前8時30分～午後5時15分（土・日曜、祝日除く）
　※�郵送による申し込みは、受付最終日消印分まで有効
申込方法　申込用紙は、当課（市役所本庁舎３階）にあ
ります。市ホームページからダウンロードもできます。
申し込みは、１職種に限ります。

その他
・�第２次試験の日程などは、第１次試験合格者に通知し

ます。
・�受験者数の状況により、会場が変更になる場合があり

ます。
・詳しくは、市ホームページをご覧ください。

キャリアリターン採用（保健師職、社会福祉士職、幼稚園教諭・保育士職）を実施します
　過去に本市の正規職員として一定期間の勤務実績があり、結婚・出産・育児・介護・転職・転
居などの事情で退職された人を対象に、再度、本市職員に採用（令和6年10月1日採用）する
試験を実施します。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　本市は、2050年に市内の二酸化炭素排出
量を実質ゼロとすることを目標として令和3年7月に

「気候非常事態宣言」を表明しました。各家庭での再生
可能エネルギーの導入を図るため補助金を交付します。

補助対象設備
①�住宅用太陽光発電システムの設置にかかる工事費
②�蓄電池システムの設置にかかる工事費
補助対象者
市内に居住または所有する住宅などの建物に①②の設
備を設置する人
※企業等法人は除く。
補助金額
①上限15万円　
②上限20万円

住宅用再生可能エネルギー導入補助金
22967 最大

35万円まで
補助!!

最大
５万円まで
補助!!
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申
問
・

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
一
定
以
上
の
揺

れ
を
感
知
す
る
と
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
自
動

的
に
落
と
し
て
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
、

通
電
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。
家
庭
に
設
置
す

る
こ
と
で
出
火
を
防
ぎ
、
他
の
住
宅
な
ど

へ
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
で
火
災
に
よ
る
被

害
を
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
ら
が
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
て
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
を
新
た
に
購
入
・

設
置
す
る
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯　

②�

市
避
難
行
動
要
支
援
者
制
度
登
録
名
簿

に
該
当
す
る
人
が
い
る
世
帯

対
象
製
品

①�

分
電
盤
タ
イ
プ
（〈
一
社
〉
日
本
配
線

シ
ス
テ
ム
工
業
会
の
感
震
機
能
付
き
住

宅
用
分
電
盤
規
格
（
Ｊ
Ｗ
Ｄ
Ｓ
０
０
０　

０
７
付
２
）
に
定
め
る
構
造
と
機
能
を

有
す
る
も
の
に
限
る
）

②
簡
易
タ
イ
プ

③
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

補
助
金
額

　

購
入
・
設
置
に
伴
う
費
用
の
４
分
の
３

（
上
限
３
万
円
）

※�

補
助
率
・
上
限
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
に
限
り
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
を

購
入
・
設
置
す
る
人
に
費
用
を
補
助
し
ま
す

危
機
管
理
課
（
近
江
八
幡
消
防
署
３
階
）

（
33
）４
１
９
２
・

（
33
）４
１
９
３
・

１
９
５
５
１

申
請
方
法

　

当
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
当
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
見
積
書
の
写
し

③�

購
入
・
設
置
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な

ど
の
仕
様
が
わ
か
る
書
類

④
設
置
補
助
確
認
調
書

⑤�

【
対
象
者
①
に
該
当
の
場
合
】
世
帯
員

の
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
の
写
し

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

申
請
期
限
　

　

令
和
７
年
２
月
28
日
Y

８
月
初
旬
入
居
予
定

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

応
募
資
格　
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
、
市
内
に
３
か
月
以
上
住
所
が
あ

り
、
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
滞

納
が
な
い
こ
と　

な
ど

募
集
要
項
配
布
期
間
／
配
布
場
所　
５
月

１
日
R
～
17
日
Y
／
当
課
（
総
合
支
所
）

ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内

現
地
公
開
日　
５
月
11
日
U　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
類
を
当
課
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

申
込
期
間　
５
月
13
日
W
～
５
月
17
日
Y

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
課　

（
36
）５
５
１
１
・

（
33
）１
３
５
６

申

問
・

団地名 タイプ 戸数 単身入居

武佐団地
北棟202号
（武佐町）

3DK １ ×

中小森団地
1号棟104号
（中小森町）

3DK １ 〇

上豊浦団地
306号
（安土町上豊浦）

3DK １ ×

※単身での入居には別途条件があります。

支
援
金
額　
法
人
／
５
万
円

個
人
事
業
主
／
３
万
円

申
請
方
法　
下
記
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み
い
た
だ
く
か
、
所
定

の
用
紙
を
郵
送
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
５
月
１
日
R
～

８
月
30
日
Y
必
着

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
当
課
窓
口
、
近
江
八
幡

商
工
会
議
所
、
安
土
町
商
工
会
、
市
役

所
本
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に

あ
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
が
事
業
実
施
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、事
業

継
続
を
支
援
す
る
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
申
請
日

ま
で
の
期
間
に
、
事
業
用
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
電
気
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
、
軽
油
、

灯
油
の
い
ず
れ
か
）
を
使
用
し
た
実
績
が

あ
る
、次
の
①
ま
た
は
②
の
事
業
者
。

①�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に

本
社
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
法
人

②�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に
在

住
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
個
人
事
業
主

中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
な
ど
対
象

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
事
業
者
支
援
金

商
工
振
興
課　

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０
・

２
７
６
２
２

〒
５
２
１
‐
１
３
９
２　

安
土
町
小
中
１-

８

申

問
・

支給品　識別用ADカード、識別用ユニフォーム（記
念Tシャツ）、昼食
応募方法　下記の二次元コードから申し込むか、所
定の申込書に必要事項を記入のうえ、持参、郵送、
メールまたはファクスで申し込みください。
募集期限　6月30日 Q

※詳しくは市ホームページで
　ご確認ください。

大会概要
日程　9月7日 U　試泳・開会式
　　　9月8日 Q　男女別レース
会場　特設トライアスロン会場（宮ヶ浜水泳場周辺）
応募条件　①②の要件を満たす人
①�活動日に参加が可能な平成21年4月1日以前に

生まれた人
② 8 月中旬に開催予定の事前説明会に参加できる人
※�応募時点で18歳未満の人は、保護者の同意が

必要です。
活動内容　競技補助、受付・案内、おもてなし、会
場整理、環境美化など
※�活動・研修などへの報酬はありません。交通費は

自己負担です。
募集定員　100人程度

問・申 国スポ・障スポ推進課（運動公園体育館内）　 （33）6600・ （33）6622・ 27249
〒523‐0086　津田町 18　 048610@city.omihachiman.lg.jp

応募フォームはこちら

生
涯
学
習
課　

（
36
）５
５
３
３
・

（
36
）５
５
６
５
・

１
７
８
８
６

令
和
７
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
思
い

出
に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
創

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
友
人
や
知
人
を

誘
っ
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

①�

平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
令
和
６
年
度
中
に
20
歳

に
な
る
人
で
、
会
議
（
９
月
か
ら
１
月

ま
で
の
全
６
回
程
度
、
午
後
７
時
頃
か

ら
開
催
予
定
）
に
出
席
で
き
る
人
。

②�

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
し
て
み
た
い

人
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

内
容　

成
人
式
（
記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）
の
企
画
・
運
営
な
ど

申
込
方
法　

左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

６
月
28
日
Y

申
問
・

令和７年の
成人式は

１月12日（日）
に開催します

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
と
そ

の
家
族
の
交
流
の
場
で
す
。

　

が
ん
と
向
き
合
う
人
同
士
だ
か
ら
わ
か

り
合
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
診
断
さ
れ

た
日
の
こ
と
、治
療
の
こ
と
な
ど
、一
緒
に

過
ご
し
て
心
を
軽
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
無
料
・
申
込
不
要

日
時　

５
月
27
日
、
６
月
24
日
、
７
月
22

日
、
８
月
26
日
、
９
月
30
日
、
10
月
28
日
、

11
月
25
日
、
12
月
23
日
、
令
和
７
年
１
月

27
日
、２
月
17
日
、３
月
24
日　

い
ず
れ
も
月
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時

が
ん
患
者
サ
ロ
ン「
よ
し
ぶ
え
」の
開
催
案
内

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

患
者
総
合
支
援
課

 

（
33
）３
１
５
１(

代
表)

問

場
所　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
１
階
外
来
４

ブ
ロ
ッ
ク
横
の
指
導
室

いっしょに大会を
盛り上げよう!!
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本
庁
舎

４
階

◆議会事務局／ (36)5528・ (36)7101
　市議会、会議録・諸記録の編さん

３
階

◆企画課／ (36)5527・ (32)2695
　地方創生、総合計画、国土利用計画、離島振興、SDGs、
　総合教育会議、統計など

◆市民生活・産業支援室／ (36)5589・ (32)2695
　重点支援地方交付金に関する施策の調整・情報発信など

◆行政改革課／ (32)3237
　業務カイゼン／ (36)5599
　業務改善、働き方対策、新たな窓口サービスの検討・調整など
　ファシリティマネジメント／ (36)5599
　指定管理者の選定、公共施設等総合管理計画の評価・改訂
　など

◆秘書広報課／ (32)2695
　秘書／ (36)5523
　秘書・渉外、名誉市民、表彰など
　広聴広報／ (36)5526
　広報・広聴、市ホームページ・SNS の運営

◆総務課／ (36)5558・ (32)3237
　条例・法規、訴訟・和解、情報公開・個人情報保護

◆人事課／ (36)5554・ (32)3237
　職員の人事・給与、研修・能力開発

◆財政課／ (36)5750・ (32)3237
　財政／予算編成、財政計画、地方交付税

◆管財契約課／ (32)3237
　管財／ (36)5525
　庁舎の維持管理、物品の契約事務、市有財産の管理・処分
　契約検査／ (36)5557
　建設工事などの入札・契約・検査
　市庁舎整備推進室／ (36)5577
　新庁舎などの整備

◆情報政策課／ (36)3855・ (32)3237
　DX の推進、各種電算システムの管理、システムの標準化など

２
階

◆まちづくり協働課／ (36)5552・ (36)5553
　コミュニティセンター、自治会などの自治組織、国際交流、
　多文化共生推進など

◆文化振興課／ (36)5529・ (36)5882
　文化芸術の振興、文化財、史跡、伝統的建造物群保存地区など

◆観光政策課／ (36)5573・ (36)5882
　観光事業の振興

◆人権・市民生活課／ (36)5881・ (36)5882
　人権施策、男女共同参画、住民防犯活動
　消費生活センター／ (36)5566 または 188
　消費生活に関する相談、消費者教育の推進

◆交通政策課／ (36)5515・ (36)5882
　公共交通、市民バス、交通安全対策、自転車対策

◆環境政策課／ (36)5593・ (36)5882
　環境基本計画などの策定、合併処理浄化槽の普及啓発、
　環境美化の推進、地球温暖化対策への取り組みなど
◆生活環境課／ (36)5882
　廃棄物対策／ (36)5509
　一般廃棄物の処理、ごみの減量化・資源化の推進
　施設管理／ (36)5509
　一般廃棄物処理施設・火葬場などの維持管理

◆福祉政策課／ (32)6518
　政策調整／ (36)5585
　地域福祉計画、避難行動要支援者支援、民生委員・児童
　委員の活動支援、更生保護、戦傷病者・戦没者遺族など
　生活保護／ (36)5508　生活保護、行旅人
　福祉暮らし仕事相談室／ (36)5583
　福祉に関する相談、生活困窮者の相談支援

◆給付金対策室／ (36)5582・ (32)6518
　低所得者支援・定額減税を補足する給付金

◆幼児課／ (36)5507・ (32)6518
　保育所（園）・幼稚園・認定こども園の管理運営、
　入・退所（園）、保育料の決定・徴収など

◆こども家庭センター／ (32)6518
　子ども福祉／ (36)5562
　児童手当、児童扶養手当、ひとり親家庭など
　子ども家庭相談室／ (31)4001
　児童虐待、子育て・女性の相談

◆子育て政策課／ (36)5524・ (32)6518
　放課後児童クラブ、子ども・子育て支援事業計画など

◆監査委員事務局／ (36)5519
　市や財政援助団体などの監査

◆選挙管理委員会事務局／ (36)5543・ (32)8705
　選挙の執行・管理、選挙啓発など

１
階

◆税務課／ (33)3670
　市民税／ (36)5505
　個人市・県民税、法人市民税、軽自動車税、たばこ税、入湯税
　固定資産税／ (36)5506
　固定資産税、都市計画税

◆収納課／ (36)5504・ (33)3670
　納税の啓発宣伝、納税相談、納税証明、滞納債権の整理回収

◆市民課／ (36)5500・ (33)1717
　戸籍・住民基本台帳の届出などの受付、戸籍・住民票などの
　各種証明の発行、埋・火葬の許可、マイナンバーカードの交付
　マイナンバー特設窓口／ (36)5560

◆保険年金課／ (33)1717
　保険・年金／ (36)5501
　国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療、国民年金など
　保険料／ (36)5751
　国民健康保険料、後期高齢者医療保険料

◆会計課／ (36)5503・ (33)3011
　現金・有価証券・物品の出納・保管、決算

南
別
館

３
階

◆教育総務課／ (32)3352
　庶務／ (36)5539
　教育委員会、小・中学校の予算管理など
　教育施設管理／ (36)5563
　義務教育施設の整備・維持管理など

◆学校教育課／ (36)5531・ (32)3352
　学校教育、児童・生徒の就退学・転出入、通学区域の設定・変更、
　就学援助

◆教育研究所／ (36)5574・ (32)3352
　教育に関する研究・調査

２
階

◆生涯学習課／ (36)5533・ (36)5565
　生涯学習の推進、青少年の育成、人権教育の総合的な推進など

１
階

◆上下水道総務課／ (33)1933
　経営／ (36)5534　水下水道事業の経営企画、広報啓発
　�経理・料金／ (36)5536　上下水道料金、上下水道事業の予

算・決算など経理全般
　�お客様センター／ (33)1661　水道の開始・休止・名義変

更の受付、上下水道料金などの徴収、漏水減免の申請

◆上下水道施設課／ (34)7480
　上水道／ (36)5535
　給水装置工事の申し込み、配水管の布設計画・工事、
　浄水場などの運転管理
　下水道／ (36)5537
　下水道事業の普及・啓発、生活排水対策、下水道建設

ひ
ま
わ
り
館

２
階

◆障がい福祉課／ (31)3711・ (31)3738
　身体・知的・精神・発達・高次脳機能の障がい児者、
　難病患者の福祉サービス・相談支援
　各種障がい者手帳の交付や自立支援医療の給付
　障がい者の虐待防止や成年後見の権利擁護など

◆長寿福祉課／ (31)3737・ (31)3738
　地域包括支援センターの運営、認知症施策の推進、高齢
　者の介護予防、権利擁護、在宅医療・介護連携の推進

◆発達支援課／ (31)3734・ (31)3738
　相談／発達の不安や心配に関する相談

１
階

◆介護保険課／ (33)3511・ (31)2037
　介護認定の申請・審査、介護保険の資格、介護保険料、
　介護サービス相談業務

◆発達支援課／ (33)8131・ (31)3480
　事業／児童発達支援事業、保育所等訪問支援事業、
　　　　居宅訪問型児童発達支援、ことばの教室

安
土
町
総
合
支
所

２
階

◆農業振興課／ (46)5320
　農業政策／ (36)5514
　農畜産業・水産業の振興
　農業経営／ (36)5576
　米政策支援、担い手育成支援など

◆農村整備課／ (36)5545・ (46)5320
　土地改良事業、林業振興

◆商工振興課／ (36)5517・ (46)5320
　商工業の振興、雇用の促進・職業安定対策、
　勤労者の福利厚生

◆市営住宅課／ (36)5511・ (33)1356
　市営住宅の維持管理・入居者の選定、改良住宅の譲渡など

◆安土未来づくり課／ (46)7207・ (46)5320
　地域振興／�安土町地域内の広聴・振興、支所・安土コミュニティ

防災センター・安土墓地公園の維持管理など

◆安土コミュニティエリア整備推進室／
　 (36)5581・ (46)5320
　安土コミュニティエリアの整備

◆農業委員会事務局／ (36)5520・ (46)5320
　農地に関する許可、農業者年金、農地流動化の推進

１
階

◆土木課／ (32)5032
　設計施工／ (36)5556
　道路の整備、河川・災害復旧、河川改修事業などの推進
　維持管理／ (36)5518　道路・河川の管理
　調査許認可／ (36)5518
　官民境界、地籍調査、道路法・河川法・法定外公共物

◆国・県事業推進室／ (36)5540・ (32)5032
　国・県事業の推進にかかる総合調整、国道・県道の整備促進、
　一級河川の改修促進など

◆都市計画課／ (36)5510・ (32)5032
　開発指導、都市計画、風景づくり、屋外広告物、近隣景観
　形成、公園の管理

◆建築課／ (36)5544・ (36)5595
　市有建築物の営繕、建築指導、
　建築物の耐震改修の促進など
◆住宅施策推進室／ (36)5787・ (36)5595
　空き家対策、総合的な住宅施策の推進

◆安土未来づくり課／ (46)7206・ (46)6146
　住民福祉／戸籍・住民基本台帳関係の受付・証明、各種
　税の収納、国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療費、
　国民年金、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、介護
　保険など

そ
の
他

◆魅力発信課／ (36)5541・ (32)3919
　ふるさと納税、市の魅力発信

◆危機管理課（防災センター）／ (33)4192・ (33)4193
　防災対策、災害対応、消防団

◆スポーツ課（運動公園体育館）／ (33)6303・ (33)3124
　生涯スポーツの推進、社会体育施設の管理

◆国スポ・障スポ推進課／ (33)6600・ (33)3124
　わたSHIGA輝く国スポ・障スポ2025の開催準備

◆文化会館／ (33)8111・ (33)8112

◆総合医療センター／ (33)3151・ (33)4877

◆健康推進課（市民保健センター）／ (33)4252・ (34)6612
　健康増進、健康診査、母子の健康、食育の推進など
　0次予防センター／ (37)7411・ (37)7477

◆東部地域包括支援センター／ (43)0602

◆安土地域包括支援センター／ (46)4134

◆市民共生センター／ (31)2700・ (31)2800

◆学校給食センター／ (37)5110・ (37)5112

◆近江八幡図書館／ (32)4090・ (32)4099

◆安土図書館／ (46)6479・ (46)6591

市役所の各課と 主な業務内容市役所の各課と 主な業務内容（令和 6 年 4 月 17 日現在）（令和 6 年 4 月 17 日現在）



　

介
護
相
談
員
は
、
利
用
者
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不
安
や
不
満
な
ど
を

お
聞
き
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
施

設
や
行
政
へ
橋
渡
し
を
し
て
、
問
題
の
改

善
・
解
決
に
向
け
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
目
指
す
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
15
人
の
介
護
相
談
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

・�

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
で
、
介
護

に
興
味
、
意
欲
の
あ
る
人

・�

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
勤
務
し

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
貢
献

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

介
護
保
険
課　

（
33
）３
５
１
１
・

（
31
）２
０
３
７

問
・
申

た
り
、
経
営
に
関
与
し
た
り
す
る
な
ど

の
関
わ
り
の
な
い
人

・�

研
修
の
全
日
程
を
受
講
し
、
研
修
修
了

後
に
介
護
相
談
員
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

へ
の
訪
問
活
動
を
３
年
以
上
で
き
る
人

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

申
込
方
法　

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
を
送
付
し
、
当
課
で
随
時
受
け

付
け
し
ま
す
。

面
接
場
所
・
日
時　

ひ
ま
わ
り
館
・
日
時

は
応
募
後
に
連
絡
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８
・

２
７
２
７
２

0
1

0
8

3
7

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

０
０
８
２　

土
田
町
１
３
１
３

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
編
／
前
期
）受
講
者
募
集

が
あ
れ
ば
可
能
。

※�

年
齢
は
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

定
員　

20
人
程
度

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
を
行

い
ま
す
。

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負

担
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
23
日
T
必
着

　

手
話
や
聴
覚
障
が
い
の
知
識
、
手
話
で

あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な
ど
の
会
話
を
習

得
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
～
10
月
24
日
の
毎
週
木

曜
日　

午
後
７
時
～
９
時(

8
月
15
日
は

除
く)

※
講
座
の
ほ
か
、実
習
を
行
い
ま
す
。

場
所　

ひ
ま
わ
り
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15
歳

以
上
で
、
手
話
学
習
経
験
が
お
お
む
ね
１

年
未
満
の
人
。

※
原
則
、全
課
程
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

15
歳
～
17
歳
の
人
は
、
保
護
者
の
同
意

問
・
申

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
ス
マ
ホ
に
触
れ
、

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
操
作

方
法
や
ア
プ
リ
の
使
い
方
を
学
ぶ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ス
マ

ホ
は
用
意
し
ま
す
の
で
、
持
ち
込
み
は
不

要
で
す
。　

受
講
無
料

日
時　

５
月
８
日
R　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

ひ
ま
わ
り
館
２
階　

研
修
室
１

楽
し
く
わ
か
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す

情
報
政
策
課　

（
36
）３
８
５
５
・

（
32
）３
２
３
７

問
・
申

内
容　

地
図
ア
プ
リ（
マ
ッ
プ
）・
カ
メ
ラ
・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
音
声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
使
い
方

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
最
少
開
催
人
数
は
５
人

講
師　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
ス
マ
ホ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
®

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

５
月
１
日
R
～
７
日
E　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

産後のお母さんをサポートします
産後ケア事業と利用時交通費助成

産後ケア事業　 6611
　�　産後は、お母さんの体も心もとても不安定になる時期です。本市では出産後も安心して子育てができるよう、医療機関や

助産所のスタッフが産後の体調管理や育児のサポートをする「産後ケア事業」を実施しています。「授乳がうまくいかない」、
「育児の疲れで体調が良くない」など、お困りのことはありませんか。１人で悩まず、まずはご相談ください。

対象　本市に住民票がある、産後１年未満の産婦と子どもで、産後ケアを必要としている人

ケア内容　授乳方法や乳房ケア、産婦さんの体や心の健康管理、沐浴などの赤ちゃんのケア　など
申込方法　市ホームページの申し込みフォームからお申込みいただくか、当課にご連絡ください。

産後ケア事業利用時の交通費助成　 27246
対象　令和6年4月1日以降で、産後ケア事業を利用する際
に公共交通機関（タクシー、電車またはバス）を利用した人
助成額　産後ケア事業１回の利用につき、往復の交通費の
うち片道1,000円を自己負担し、自己負担額を差し引いた
額（上限10,000円）

健康推進課　� (33)4252・ (34)6612　〒523-0894　中村町25問・申

申込方法　利用日から６か月以内に、つぎの書類を当課に
持参するか郵送してください。
①助成金交付申請書兼請求書
②振込先が確認できる書類（通帳など）の写し
③本人確認書類（運転免許証など）の写し
④�タクシー利用の場合は利用日、金額及び利用者名の記載

がある領収書

　下水道は、公衆衛生の向上や水域の水質保全に重要な役割を
担っています。今回は、うっかりしてしまいそうな誤った使い方
と流してはいけないものを紹介します。

◆熱湯を流さない
　排水管は熱に弱く、変形や破損のおそれがあります。熱湯を流す
際は、冷ましてから流すか、水道水と共に流すようにしましょう。

◆油類を流さない
　油は排水管や下水道管で冷えると固まって、つまりの原因にな
ります。さらに、油 20 ㎖を流してしまうと、魚が生活できる程
度の水質に戻すためには約 6,000
ℓのきれいな水が必要だといわれ
ています。使った油は、新聞紙など
に染み込ませて燃えるごみに出し
て捨てるか、市内の廃食油の回収
場所に預けましょう。

【その他の下水道に流してはいけないものの例】
・水に溶けない紙（ティッシュペーパー、おむつなど）
・生ごみ（野菜くず、残飯など）
・揮発性の高い物質（ガソリン、アルコール類など）
・固形物（布類、プラスチック類など）
・薬品類

　市の取り組みや魅力を発信する広報番組「テレは
ち」を毎日 ZTV で放送していますが、より多くの
市 民 の 皆 さ ん に 気 軽 に ご 覧 い た だ け る よ う、
YouTube でも配信しています。
　 ぜ ひ 近 江 八 幡 市 公 式 YouTube
チャンネルをチャンネル登録のうえ、
ご覧ください。

市広報番組「テレはち」

で配信中です

秘書広報課　 （36）5526・ （32）2695問

　市では、（独）日本スポーツ振興センターのスポー
ツ振興くじ (toto) 助成金を活用し、あづちマリエー
トの改修を行いました。床への塩ビ素材スポーツシー
トの敷設を行うことで、より快適に、より使いやす
くなりました。皆さんのご利用をお待ちしています。

あづちマリエートを改修しました

床に塩ビ素材スポーツシートを敷設

この体育館は、スポーツ振興
くじ助成金を受けて整備さ
れたものです。

国スポ・障スポ推進課　 (33)6600・ (33)6622問

助成金を活用！

※短期入所型・通所型は、生後 4 か月未満の子と産婦のみが対象の施設があります。
※多胎児を除き、原則、兄弟・姉妹の同伴はできません。
※市民税非課税世帯・生活保護世帯は無料です。実施施設など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

広報おうみはちまん　2024.5.1 18広報おうみはちまん　2024.5.119

問 上下水道総務課　 （33）1661・ （33）1933

内容 利用時間 利用料金 利用回数

短期入所
（ショートステイ）型 病院・助産所（院）に宿泊 利用開始時～24時間以内

（1泊2日） 3,500円（3食代込）

各7回まで通所
（デイサービス）型 病院・助産所（院）に日帰り 8時間以内

（午前8時～午後7時） 1,500円（昼食代込）

居宅訪問
（アウトリーチ）型 助産師による訪問 2 時間以内

（午前9時～午後5時） 500円



　　　　　　　　　　　

八 八幡子どもセンター（火～土曜日）                        （32）6330

東 八幡東子どもセンター（火～土曜日）                    （37）2862

西 八幡西子どもセンター（火～土曜日）                    （33）0703

ク 子育て支援センター「クレヨン」（月～金曜日）  （36）7270

安 安土子育て支援センター（月・火・木・金曜日）    （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）        

ほ・金 ほんわかの家・金田（水・木・日曜日）  

あ あいあいの家（火・水・金曜日）                  

は はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）        

保 保健センター（月～金曜日）                        

（32）3077

080(2538）7523

（31）2677

（38）5623

（33）4252

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★緑色の字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。

　　 6961

子育て応援ひろば
5月のイベント情報

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 1 2 3 ㊗ 4 ㊗
 ほ・八ティータイム
　午前11時～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

は★個別相談DAY
　�午前10時15分～、11時15分～、

午後1時15分～、2時15分～　
（就学前まで/妊婦可/ZOOM可）

5 ㊗ 6 ㊡ 7 8 9 10 11
ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっ
しゃい　午前10時～

は★個別相談DAY
　�午前10時15分～、11時15分～、

午後1時15分～、2時15分～　
（18歳まで/妊婦可/ZOOM可）

東子育て相談・身体測定
　午前10時～（就学前まで）

西★新聞で遊ぼう
　午前10時～（1歳半～就園前まで）

あお話広場・お誕生会
　午前10時30分～

ク★子育て相談日
　午前9時～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・金★ぽっとん落とし
を作ろう　午前10時30分～

クふたごさん広場
　午前9時30分～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前10時～

は★言語聴覚士による
ことばの相談
　�午前10時10分～、11時10分～

(未就学児まで）

東体育館で遊ぼう
　午前10時～（就学前まで）

西★寝ぞうアート
　午前10時～（3～7か月児）

12 13 14 15 16 17 18
ク赤ちゃん広場
　�午前9時30分～、午後１時30分～
（2,3か月～1歳児）

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

保★離乳食教室
（完了期・11か月児）
　�午前9時30分～（オンライン）、

午前10時30分～(来所）

ほ・八初めてさんいらっ
しゃい　午前10時～

あ★ママ教室
　午前10時～

東★寝ぞうアート（春）
　午前10時～（0歳児）

西子育て相談・身体測定
　午前10時～

 ほ・八ピクニックを楽しもう
　午前11時45分～

あママカフェ(参加費50円）
　午前9時30分～

八★リトミック
　午前10時～（1歳6か月～3歳児）

ク★おしゃべりサロン
　午前10時～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

西★リトミック
（市民共生センター）
　午前10時～（1～2歳）

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

ほ・金赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・金ティータイム
　午前11時～

東体育館で遊ぼう
　午前10時～（就学前まで）

は★個別相談DAY
　�午前10時15分～、11時15分～、

午後1時15分～、2時15分～　
（就学前まで/妊婦可/ZOOM可）

はファミリーサークル
　�午前10時15分～

19 20 21 22 23 24 25
クあそびの出前（市民共生
センター）　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

保★離乳食教室
（中後期・7か月児）
　�午前9時30分～（オンライン）、

午前10時30分～(来所）

東★親子ヨガ
　午前10時～（就学前まで）

西★栄養相談
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっ
しゃい　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

は★個別相談DAY
　�午前10時15分～、11時15分～、

午後1時15分～、2時15分～　
（18歳まで/妊婦可/ZOOM可）

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

ほ・八しゃべりば
　午前10時30分～

あママカフェ(参加費50円）
　午前9時30分～

ク身体計測　
　午前9時30分～、午後1時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

西ばとんたっち（市民共生
センター）　午前9時30分～

安おいしく食べよう
　午前9時～（妊婦可）

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前10時～

八★英語で遊ぼう
　午前10時～（小学生）

東★映画大会
　午後2時～（小学生）

は★転入者の会
　�午前10時30分～（未就学児まで）

26 27 28 29 30 31 1

ほ・金身体測定日
　午前10時～

ク赤ちゃん広場
　�午前9時30分～、午後１時30分～
（2,3か月～1歳児）

安絵本のひろば
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

は★心理士による子ど
もの発達相談
　�午前10時10分～、11時10分～
　（18歳まで）

八にこにこデー
　午前９時30分～（0歳児）

八離乳食・栄養相談
　午前９時30分～（0歳児・乳幼児）

西おしゃべりカフェ
　午前9時～（育児中の保護者）

ほ・八初めてさんいらっ
しゃい　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

東★ビジーボード作り
　午前10時～（就学前まで）

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

あママカフェ(参加費50円）
　午前9時30分～

保★離乳食教室
（初期・5か月児）
　�午前9時30分～（オンライン）、

午前10時30分～(来所）

八★リトミック
　午前10時～（10か月～1歳6か月児）

西★ベビーマッサージ
（市民共生センター）
　午前10時～（1歳まで）

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク　午後1時～

安子育て相談室
　午前9時～

ほ・金赤ちゃんデー/身
体測定日　午前10時～

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
ほ
ん
わ
か　

・

（
32
）３
０
７
７

問 ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

回
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

※
日
程
・
曜
日
な
ど
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※�

５
月
８
日
R
・
13
日
W
に
養
成
講
座
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
子
育
て

訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
人
、
修

了
後
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
の
活
動
に
参
加
で

き
る
人

定
員　
10
人
程
度　

参
加
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
左
記
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
は
、
訪
問
型
の
子
育

て
支
援
で
す
。
未
就
学
児
の
い
る
ご
家
庭

を
訪
問
し
て
一
緒
に
お
話
し
し
た
り
、
一

緒
に
お
散
歩
し
た
り
す
る「
傾
聴
と
協
働

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
で
す
。
お
話
す

る
こ
と
で
保
護
者
さ
ん
の
心
が
軽
く
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
な
り
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
自
分
自
身
が
元
気
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
す
る

た
め
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
28
日
E
～
７
月
12
日
Y
の
間

の
７
日
間（
週
１
回
程
度
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分（
最
終

　

県
内
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
就

職
を
促
進
す
る
た
め
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
。
各
所
・
園
の
保
育
内
容
や
特
色
、

採
用
情
報
、
働
く
保
育
士
の
声
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
育
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
人
は
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
26
日
Q　

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
45
分
受
付
）

会
場　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ

問
滋
賀
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

０
７
７（
５
２
５
）５
２
０
３
・

０
７
７（
５
２
１
）２
１
１
７

※�

事
前
申
込
不
要
、
参
加
無
料
、
履
歴
書

不
要
、
服
装
・
入
退
出
自
由
、
託
児
あ

り
（
要
事
前
申
込
）

対
象　
保
育
士
養
成
校
を
卒
業
予
定
の
学

生
や
一
般
求
職
者
な
ど

※�

詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

確
認
く
だ
さ
い
。

滋
賀
で
い
っ
し
ょ
に
保
育
し
よ
！

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

対
象　

満
１
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
同
居
す
る
保
護
者
で
、
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
か
つ
市
内
在
住
の
人

内
容　

出
生
（
転
入
）
月
の
翌
月
分
か
ら

満
１
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
期
間
、
月
に
１

回
、無
償
で
お
む
つ
な
ど
の
育
児
用
品（
月

１
５
０
０
円
相
当
分
）
の
配
達
と
子
育
て

世
帯
の
見
守
り
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
方
法　

出
生
（
転
入
）
届
を
届
け
出

し
て
い
た
だ
く
際
に
、

当
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

安
土
未
来
づ
く
り
課

の
窓
口
で
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

お
む
つ
お
と
ど
け 

み
ま
も
り
便
を
始
め
ま
し
た

問
・
申

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

（
36
）５
５
６
２
・

（
32
）６
５
１
８
・

２
６
９
８
１

産
前
産
後
の
免
除
、
保
険
料
の
電
子
決
済

国
民
年
金
に
関
す
る
制
度
の
お
知
ら
せ

そ
の
他　

保
険
料
を
前
納
さ
れ
て
い
る
場

合
、
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
は
返
金
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
が
、
付
加
保
険
料
は
納
付
で
き
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
が

　

電
子
決
済
で
お
支
払
い
で
き
ま
す

　

現
金
、
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

な
ど
に
加
え
、
新
た
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電

子
決
済
で
の
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
決
済
ア
プ
リ　

a
u

P
A

Y

、
ｄ
払
い
、

PayB

、PayPay

、LIN
E Pay

、楽
天
ペ
イ

※�

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
な
い
納
付
書

（
30
万
円
を
超
え
る
金
額
の
も
の
な
ど
）

は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※�

各
決
済
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
は
、
決
済

事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
産
前
産
後
の
免
除
制
度

　

産
前
産
後
の
期
間
は
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
認
め
ら
れ
た
期
間
は
納
付
済

み
期
間
と
し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間　

単
胎
妊
娠
／
出
産
（
予
定
）

日
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
、
多
胎
妊
娠
／

出
産（
予
定
）日
の
３
か
月
前
～
６
か
月
間

※�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産
を

い
い
ま
す
（
死
産
・
流
産
・
早
産
さ
れ

た
人
を
含
む
）。

持
ち
物　

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か

る
も
の
、
母
子
手
帳
な
ど
出
産
（
予
定
）

日
が
わ
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類

届
出
期
間　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
（
出
産
後
も
申
請
可
）

問
・
申

保
険
年
金
課　

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７

７
６
７
６
・
７
６
７
４

草
津
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課　

０
７
７（
５
６
７
）２
２
２
０
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定　

30
人
程
度（
応
募
多
数
の
場
合
は
優

先
順
位
順
。同
順
位
の
場
合
は
抽
選
）、選

考
結
果
は
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
通
知

し
ま
す
。　

￥　

数
千
円
程
度

※
介
助
者
の
参
加
費
用
は
全
額
自
己
負
担
。

申　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
次
の
事

項
を
記
入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

参
加
希
望
者
の
住
所
、郵
便
番
号
、氏
名

(

ふ
り
が
な)

、生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、

戦
没
者
と
の
続
柄
、電
話
番
号

②�

戦
没
者
の
氏
名(

ふ
り
が
な)

、戦
没
時

の
本
籍
都
道
府
県
名
、陸
軍
・
海
軍
の
別

※�

し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
で
も
申
し

込
み
可
能
で
す
。

締　

５
月
31
日
Y（
当
日
消
印
有
効
）

申
問
・
　

県
健
康
福
祉
政
策
課　

援
護
係

０
７
７
（
５
２
８
）３
５
１
４

０
７
７
（
５
２
８
）４
８
５
０

〒
５
２
０-

８
５
７
７　

大
津
市
京
町
四

丁
目
一-

一

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
な
ど
を

送
付
し
ま
す

　

５
月
初
旬
に
令
和
６
年
度
納
税
通
知
書

と
納
付
書「
全
期（
一
括
納
付
）と
期
別（
１

期
～
４
期
）」を
あ
わ
せ
て
送
付
し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
納
付
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
を
共
有
名
義
で
所
有
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
共
有
代
表
者
の
み
に
納
税
通

知
書
と
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

共
有
代
表
者
以
外
の
共
有
名
義
人
で
課

税
明
細
が
必
要
な
場
合
は
、５
月
中
は
無

料
で
交
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ

（
36
）５
５
０
６
・

（
33
）３
６
７
０

出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
左
記
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

締　

５
月
15
日
R

申
問
・
　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
36
）５
５
５
２
・

（
36
）５
５
５
３

県
総
合
企
画
部
国
際
課

０
７
７
（
５
２
８
）３
０
６
０

０
７
７
（
５
２
１
）５
０
３
０

個
別
発
達
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

発
達
に
心
配
の
あ
る
幼
児
～
中
学
生
の

保
護
者
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

５
月
18
日
U　

午
前
９
時
～
正
午

（
１
人
45
分
間
）
要
予
約
・
先
着
順

場　

岡
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
小
会

議
室　

￥　

３
０
０
円

講　

安
倍
映
子
さ
ん（
元
こ
ど
も
園
園
長
）

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

M
IR

A
I

の
い
え　

中
井
さ
ん

m
irainoie.nakai@

gm
ail.com

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者
募
集

　

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

開
催
予
定
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列

さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

日　

８
月
14
日
R
～
15
日
T

対　

原
則
、戦
没
者（
原
爆
、一
般
戦
災
死

没
者
を
含
む
）の
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
兄

弟
姉
妹
・
孫
・
ひ
孫
、戦
没
者
の
子
・
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
・
甥お
い

姪め
い

で
県
内
在
住
の
人
、

か
つ
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が
で
き
る
人

※�

介
助
者
の
同
行
を
必
要
と
す
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意

喚
起
の
情
報
、
防
災
・
防
犯
、
身
の
回
り

の
危
険
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
Ｅ
メ
ー
ル

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
配
信
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

県
東
近
江
健
康
福
祉
事
務
所（
東

近
江
保
健
所
）　

（
22
）１
３
０
９

県
東
近
江
環
境
事
務
所　

（
22
）７
７
５
８

環
境
政
策
課

(

36
）５
５
９
３
・

（
36
）５
８
８
２

「
近
江
八
幡
市
の
環
境
」を
公
表
し
ま
す

　

条
例
に
基
づ
く
環
境
報
告
書
と
し
て
、

市
の
環
境
の
現
状
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、図
書
館
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
政
策
課　

 

（
36
）５
５
９
３

（
36
）５
８
８
２
・

７
３
４
３

第
23
回
滋
賀
県
ミ
シ
ガ
ン
州

友
好
親
善
使
節
団
の
団
員
を
募
集

　

県
で
は
、
姉
妹
州
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
へ
、６
年
振
り
に
使
節

団
を
派
遣
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
都

市
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
国
際
理
解
、
友

好
親
善
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日　

９
月
５
日
T
～
12
日
T
の
８
日
間

（
う
ち
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
４
泊
５
日
）

対　

健
康
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
宿
泊
、

移
動
な
ど
が
一
人
で
可
能
な
、
県
内
在
住

の
満
18
歳
以
上
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

定　

県
内
か
ら
40
人　

￥　

43
万
円
程
度

申　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課
窓
口
に
あ
る

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、提

環
境
美
化
活
動
に
協
力
く
だ
さ
い

　

ご
み
の
な
い
さ
わ
や
か
な
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
に
、
ご
み
分
別
の
徹
底
や
地
域

清
掃
な
ど
の
身
近
な
環
境
保
全
の
取
り
組

み
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
基
準
日
を
設
け
環
境
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

地
域
の
環
境
美
化
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
／
5
月
30
日
T

運
動
期
間 

5
月
26
日q

～
6
月
９
日q

び
わ
湖
を
美
し
く
す
る
運
動
／
7
月
1
日
W

運
動
期
間 

6
月
23
日q

～
7
月
７
日q

県
下
一
斉
清
掃
運
動
／
12
月
1
日
Q

運
動
期
間 

11
月
24
日q

～
12
月
８
日q

　

市
環
境
美
化
推
進
協
議
会
で
は
、
不
法

投
棄
禁
止
や
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
啓
発
看
板

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
設
置
を
希
望
す
る

自
治
会
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

市
環
境
美
化
推
進
協
議
会（
環
境

政
策
課
内
）

（
36
）５
５
９
３
・

（
36
）５
８
８
２

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
自
動
車
や
工
場
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
が
、
太
陽
光
と

反
応
し
生
成
さ
れ
ま
す
。
目
や
の
ど
の
痛

み
な
ど
、
健
康
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
非
常

に
小
さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り

や
す
く
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
し
ら
せ
る
滋
賀
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

　

登
録
手
続
き
を
す
る
と
、
県
内
の
光
化

日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 /期間

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

日　

５
月
18
日
U　

午
前
８
時
30
分
～

11
時（
商
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

小
雨
決
行
、荒
天
中
止

場　

市
役
所
前
駐
車
場

※�

出
店
希
望
の
人
を
募
集
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
振
興
課　

（
36
）５
５
１
４

（
46
）５
３
２
０
・

７
８
０
９

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き

た
薬
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
製

造
販
売
さ
れ
、
国
が
新
薬
と
同
じ
有
効
成

分
を
使
用
し
て
い
る
と
認
め
た
薬
で
す
。

　

開
発
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
先
発

医
薬
品
に
比
べ
低
価
格
で
す
。

　

服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
薬
に

か
か
る
個
人
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。
医

師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

症
状
や
病
状
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る

国
民
健
康
保
険
中
央
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
（
53
）０
０
０
６　

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

問　

保
険
年
金
課　

（
36
）５
５
０
１

（
33
）１
７
１
７
・

１
６
６
４
２

里
山
再
生
整
備
事
業
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

里
山
の
景
観
維
持
お
よ
び
里
山
が
有
す

る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
自

治
会
な
ど
が
３
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る

里
山
の
保
全
・
再
整
備
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　

里
山
再
生
整
備
活
動
、林
道
・

散
策
道
再
整
備
活
動
、
森
林
空
間
活
用
活

動
、里
山
体
験
啓
発
活
動

助
成
額　

１
事
業
に
つ
き
３
か
年
計
画
で
、

総
額
90
万
円
を
上
限
額
と
し
、
単
年
度
30

万
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
。
直
接
施
工
は

定
額
助
成
と
し
、
外
注
施
工
は
３
分
の
２

以
内
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

対　

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体(

10

人
以
上
で
構
成
し
、
定
款
・
規
約
・
会
則

を
有
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と)

※�

予
算
の
上
限
に
達
し
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

農
村
整
備
課

（
36
）５
５
４
５

（
46
）５
３
２
０

７
０
２
７
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市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

日　

５
月
26
日
Q

午
前
８
時
30
分
～
正
午

場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
特
設
窓
口

※�

市
内
13
か
所
の
郵
便
局
で
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。写
真
撮
影
無
料

６
９
８
３

▼���

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
し
ま
す

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
次

の
期
間
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間　

５
月
31
日
Y
の
終
日

１
８
３
５
１

問　

市
民
課　

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
ご
本
人

や
ご
家
族
、医
療
・
介
護
の
専
門
職
、地
域

の
人
な
ど
が
集
い
、
気
軽
に
交
流
し
た
り
、

情
報
を
共
有
し
た
り
す
る
場
で
す
。
ま
た
、

普
段
認
知
症
の
人
が
ど
ん
な
風
に
過
ご
し

て
い
る
の
か
、
認
知
症
対
応
型
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
ど
ん
な
所
な
の
か
を
知
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

５
月
12
日
Q　

午
後
２
時
30
分
～

３
時
30
分　

参
加
無
料

場　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
っ
と

ほ
ー
む（
船
木
町
）

　

３
月
20
日
か
ら
４
月
17
日
ま
で
の
受
付
分

　

福
祉
基
金
に
と

　

光
友
易
学　

５
千
円

　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と  

　

匿
名　

２
千
円

（
敬
称
略
）

内　

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
運
動
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
認
知
症
に
関
す
る
情

報
提
供
、フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

あ
っ
と
ほ
ー
む　

(

31)

３
１
３
２

令
和
６
年
度
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）
受
講
者
募
集

　

要
約
筆
記
と
は
、
発
言
者
の
話
を
聞
き

要
約
し
て
書
く
こ
と
で
、
聴
覚
障
が
い
者

に
そ
の
場
の
話
の
内
容
を
伝
え
る
通
訳
の

こ
と
で
す
。
要
約
筆
記
の
技
術
を
習
得
し
、

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る

要
約
筆
記
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日　

６
月
～
令
和
７
年
１
月　

全
30
回

○�
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
／
火
曜　

午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

○�

手
書
き
コ
ー
ス
／
金
曜　

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

○�（
共
通
）
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
講
義
／
配

信
～
翌
火
曜
ま
で

※�

詳
し
い
日
程
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、下
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

場　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
草

津
市
大
路
二
丁
目
）

対　

全
回
受
講
可
能
な
県
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
人

￥　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
０
０
０

円
必
要
）

締　

５
月
27
日
W

申
問
・
　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
１
）６
１
１
１

５月の各種無料サポートガイドお気軽にご相談ください 予要予約 電予 予約は電話のみ

相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談

15日R　午後1時30分～ 4時30分
(受付　7日E午前８時30分～）
29日R　午後1時30分～ 4時30分
(受付　21日E午前８時30分～）
※いずれも先着6人・時間の指定はできません

市役所4階　第2委員会室
人権・市民生活課
TEL(36)5566・(36)5881

※�市役所代表電話(33)3111では
予約できません

司法書士相談 22日R　午後1時30分～ 4時30分
（受付　14日E午前8時30分～）

市役所2階　A会議室

行政相談 9日T　午後1時30分～ 4時
安土コミュニティセンター
2階　相談室

人権・市民生活課
TEL(36)5881・FAX(36)5882

人権相談
9日T　午後1時～ 4時 市役所4階　第２委員会室

23日T　午後1時～ 4時 市役所2階　A会議室

福祉に関する相談・
生活困窮の相談

月～金曜　午前8時30分～午後5時 市役所2階　福祉政策課窓口
福祉暮らし仕事相談室
TEL(36)5583・FAX(32)6518

職業相談
（求人票の配布、就職など
にかかる相談）

14日E　午前9時30分～ 11時30分 八幡子どもセンター 商工振興課
TEL(36)5517・FAX(46)532014日E　午後1時30分～ 3時30分 八幡東子どもセンター

月～金曜　午前８時30分～午後５時 ハローワークプラザ近江八幡
ハローワークプラザ近江八幡
TEL(33)8609

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）

24日Y　午後5時～ 8時 アクティ近江八幡
商工振興課
TEL(36)5517・FAX(46)5320

創業個別相談
5月7日E　午前９時～午後５時 安土町商工会 安土町商工会　       TEL(46)2389

近江八幡商工会議所  TEL(33)4141
商工振興課
TEL(36)5517・FAX(46)53206月3日W　午前９時～午後５時 近江八幡商工会議所

農業相談
5月はありません　次回6月3日W

午前９時30分～ 11時30分
総合支所１階　消防司令室

農業委員会
TEL(36)5520・FAX(46)5320

介護者のつどい 21日E　午後1時30分～ 3時
※高齢のご家族を介護されている人が対象

ひまわり館２階　研修室3
長寿福祉課
TEL(31)3737・FAX(31)3738

目が見えにくい・
見えない人の電話相談会

24日Y　午前9時～正午 電話で相談を受け付けます
近江八幡市視覚障害者福祉協会
成澤さん　TEL 090(1139)9801

教育相談
月～木曜　午前９時～午後４時30分
金曜　　　午前10時～午後5時30分
※幼児・小・中学生とその保護者が対象

教育相談室（マナビィ２階）
教育相談室（マナビィ２階）
TEL(37)8877

滋賀で一緒に保育しよ！
保育のしごと相談会

17日Y

午前10時～正午、午後１時～４時 滋賀マザーズジョブステーション
（県立男女共同参画センター）

滋賀マザーズジョブステーション
TEL(36)1831看護職のための

出張就職相談
10日Y・24日Y　午前10時～午後１時

一日年金相談所 6月13日T　午前10時～午後４時 ひまわり館２階　研修室3
草津年金事務所お客様相談室
TEL 077(567)2220

心配ごと相談
月～金曜の偶数日（6日を除く）
午後１時～４時

ひまわり館１階　相談室1
近江八幡市社会福祉協議会
TEL(32)6111・FAX(36)6910

福祉の困りごと相談
月～金曜（3日・６日を除く）
午前8時30分～午後５時

ひまわり館

ボランティア・
地域福祉活動相談

月～金曜（3日・6日を除く）
午前8時30分～午後５時

ひまわり館
近江八幡市社会福祉協議会
TEL(31)2677・FAX(36)6910

保護司相談 28日E　午後1時～ 4時
近江八幡・竜王更生保護サポ
ートセンター（総合支所３階）

近江八幡保護区保護司会
TEL(46)3141(内線345)

税務相談
5月9日T 、6月6日T

午前10時～午後4時
（公社）近江八幡納税協会
（近江八幡商工会議所2階）

（公社）近江八幡納税協会
TEL(33)4121・FAX(36)8415

相続等くらしの問題
行政書士無料相談

17日Y　午後１時30分～３時30分 滋賀中央信用金庫本店
県行政書士会湖東支部（江南事務所）
TEL(47)7517・FAX(47)8507

無料健康相談
8日R・16日T・24日Y・30日T

午前９時～ 11時
滋賀八幡病院 滋賀八幡病院

TEL(33)7101・FAX(32)7725

電予

予

予

予

予

予

予

電予

　光
みつともえきがく

友易学様（若葉町一丁目）は、本

市の福祉基金に平成 6 年 5 月から間断

なく寄付いただいており、令和 6 年 4

月でちょうど 30 周年になります。

　4 月の寄付に合わせ、光友易学様か

ら「おかげさまで 30 年間続けさせて

いただいたことに、心から深く感謝申

し上げます。今後ともよろしくお願い

します」とメッセージをお寄せいただ

きました。

　長きにわたり、本市の福祉を支えて

いただき、誠にありがとうございます。

今
月
の
税
・
料
の
納
付

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
全
期
・
１
期
）

軽
自
動
車
税
（
全
期
）

（
納
付
期
限　

５
月
31
日
Y
） 障がい福祉課　 （31）3711・ （31）3738問

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な ののん 話 vol.85

紙の上に手をおいてハサミで
切るしぐさをする

締め切り 受け付け

下に向けた手の小指側に
指先を下にむけたもう片方の
手をおく
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日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ 日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ

みかみ動物病院
近江八幡市江頭町４４３( ドラッグユタカさん隣 )

TEL:0748-31-4712　木曜日、日曜午後休診
しつけ、飼い方などの相談も随時受け付けています☆
待ち時間短縮のため、予約診療も行っております。

　フィラリア予防
　狂犬病予防注射
　 混 合 ワ ク チ ン
　 ノ ミ ダ ニ 予 防

春の勉強会開催予定！
しつけ教室、子犬子猫の飼い
方、歯磨き、日常のお手入れ
などテーマ毎の気軽な勉強会
です。日程など、詳しくはホー
ムページをご覧ください。

広告

市 し

オンタイムうたごえコンサート
好評発売中

　ミュージックセラピー・オンタイム
による会場参加型のアットホームな
コンサート。（全席自由）
日　�6月9日Q　午後2時開演　　　

（午後1時30分開場）
￥　�前売り500円、当日700円

文芸セミナリヨ�
TEL （46）６５０７・FAX （46）６５１０  
〒521-1321 安土町桑実寺７７７            

ワンコインコンサート   シリーズ149
「せんどホルンデュオばい！」

　乳幼児から入場可能な本格ホール
コンサート。
日　�5月25日U　午前10時30分開

演（午前10時10分開場)
￥　�500円（全席自由、保護者1人に

つき膝上の乳幼児1人は無料）
出　�長野夏弥（ホルン）、林田優惟（ホ

ルン）、川村美香（ピアノ）

城奈緒美パイプオルガンリサイタル
「Sonorité」（ソノリティ）
　文芸セミナリヨ専属オルガニスト・
城奈緒美によるソロコンサート。

り
安土城天主信長の館�
TEL （46）６５12・FAX （46）６５13�

安土城タイムスリップツアー
　VR「絢爛安土城」を使って、安土城
天主内部や城下町など通常上映では
見られない部分を案内・解説します。
コントローラーの操作体験はできま
せん。
日　�6月の毎週土曜日
　　午前９時40分～10時20分
定　各日40人（先着順・要予約）
￥　大人610円、学生350円、
　　小人170円（入館料のみ）
申　電話で申し込みください。
締　5月8日R予約開始
　　※�予約優先、当日申込可。

かわらミュージアム�

TEL （33）８５６７・FAX （33）８７２２�

Re  frame（リ・フレイム）

　circleside（サークルサイド）による、
光のインスタレーションを展示します。
　circlesideによる光の演出は、自然
物に映像を投影することにより、暗闇
の中で自然物の曲線や質感を作り出
します。光のゆらめきは、まるでささや
き合うように輝き、私たちは作品の世
界感に吸い込まれていきます。

日　�6月30日Q　午後2時開演　　
（午後1時30分開場)

￥　�一般2,000円、高校生以下
　　1,000円、当日は500円増し　
　　（全席指定、未就学児入場不可）

こども演奏フェスティバル　
オーディション参加者募集
　8月18日Q開催予定のフェスティ
バルに出演するためのオーディション
を行います。同日にピアニスト塩見亮
さんのワークショップも開催します。
日　7月7日Q

対　�3歳以上の未就学児、小・中学生
で声楽や鍵盤楽器、弦楽器、管楽
器、打楽器などが演奏できる人。

　　※電子楽器は除く。
￥　�5,000円（オーディション・ワーク

ショップ・フェスティバルの参加料）
申　�申込用紙に必要事項を記入し、

持参、郵送またはEメールで申し
込みください。

　　  bungei@bungei.or.jp
締　6月9日Q　午後5時必着

あづちマリエート�  

TEL （46）２６４５・FAX （46）３２３８�  

エクササイズ＆ヨガ
　音楽にのって楽しく運動しながら、
体幹も鍛えられます。
日　�5月2日T・9日T・23日T・30日T

午前10時～11時30分
対　18歳以上の人　定　30人程度
￥　�1クール（3か月・10回）5,000円

スポット参加1回800円

点字体験教室
日　�6月15日U　午前10時～正午
定　10人（先着順）　
申　電話で申し込みください。
締　5月9日T～23日T

サウンドテーブルテニス教室
日　�６月16日Q　午前10時～11時
定　12人（先着順）
対　�小学校5年生以上の障がいがあ

る人とその保護者
　　※上履きをご持参下さい。
申　電話で申し込みください。
締　5月12日Q～26日Q

気功体操教室
日　�6月17日W　午前10時～正午
定　10人（先着順）　
申　電話で申し込みください。
締　5月10日Y～24日Y

運動公園(津田町18）�

TEL （33）6303・FAX （33）３１２４                    

ハンドボール教室参加者募集
日　6月12日～9月18日の各水曜日
　　（全9回）
　　小・中学生　 午後5時～7時
　　高校生以上　午後7時～9時
対　�市内に在住・在学・在勤の小学生

以上の人
定　合わせて100人　￥　1，500円
講　�市ハンドボール協会指導者
申　�申込用紙に必要事項を記入し、受

講料を添えて申し込みください。
締　5月8日R～6月5日R

講　�伊藤由利子さん（フィットネス・ヨ
ガインストラクター）

持　�体育館シューズ・ヨガマット(貸し
出しもあります)・タオル・飲み物

申　当館窓口で申し込みください。

シニア健康教室
　体力維持を目的にした教室。自宅で
もできるトレーニングを紹介します。
日　�5月10日Y・24日Y・31日Y

　　�午前9時15分～10時30分、　　
午前10時45分～正午

対　50歳以上の人　定　各20人程度
￥　�1クール（2か月・5回）2,500円
　　スポット参加1回800円
講　土田政代さん（健康運動指導士）
持　�体育館シューズ・タオル・飲み物・

ゴムチューブ
申　当館窓口で申し込みください。

キッズダンス教室
　プロのダンサーと
一緒にダンスを楽し
く学びましょう。
日　�5月11日U・ 

18日U　
　　�小学1～3年生

／午前9時30分～10時30分
　　小学4～6年生／午前11時～正午
場　文芸の郷練習場
対　小学生　定　各10人程度
￥　�2,000円/月（市内在住）
　　3,000円/月（市外在住）
講　YUNAさん
持　体育館シューズ・タオル・飲み物
申　電話で申し込みください。

　自然物とデジタルを融合することに
より、自然物が持つ美しさを再発見で
きる光のインスタレーション作品を、
ぜひ体感してください。
日　�6月30日Qまで
　　�午前9時～午後5時（入館は午後

4時30分まで）
￥　一般300円、小・中学生200円
　　※�6月3日W・10日W・17日W・

24日Wは休館します。

市民共生センター
（はつらつ館・水曜休館）�

TEL （31）２７００・FAX （31）２８００�

ボッチャ練習会
日　６月1日U　午前10時～11時
定　12人（先着順）
対　�小学校5年生以上の障がいがあ

る人とその保護者
　　※上履きをご持参下さい。
申　電話で申し込みください。
締　5月11日U～25日U

第18回囲碁将棋交流大会

日　�６月2日Q

　　午後0時30分～４時30分
定　囲碁20人、将棋14人（先着順）
申　電話で申し込みください。
締　5月9日T～28日E

文化会館�   
TEL （33）８１１１・FAX （33）８１１２�

広告

広告

広告
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県
内
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
教
室
11
団
体
と
ウ

ク
レ
レ
教
室
１
団
体
の
総
勢
約
４
０
０
人
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
会
で
す
。
入
場
無
料

日　

6
月
16
日q

　

午
後
１
時
30
分
開
演（
午

後
１
時
開
場
）

場　

県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

問　
び
わ
湖
ハ
ワ
イ
ア
ン
倶
楽
部　

田
村
さ
ん

０
８
０
（
３
１
３
６
）４
２
８
８

水
上
飛
行
機
の
見
学
会
と
滑
走
体
験
会

日　

５
月
11
日
U
・
12
日
Q
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午　

場　

家や
の
む
ね棟
川
と
国
道
４
７
７
号
の
合
流
地
点

か
ら
下
流
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
堤
防

対　

20
歳
代
～
60
歳
代
の
人　

参
加
無
料

※�

単
独
飛
行
の
場
合
は
別
途
費
用
が
必
要
で
す
。

※
搭
乗
時
確
認
書
に
署
名
が
必
要
で
す

問　
森
永
飛
行
ク
ラ
ブ　

森
永
さ
ん

０
８
０
（
１
４
２
５
）９
１
８
８

令
和
６
年
度
の
労
働
保
険

年
度
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年

度
更
新
手
続
き
は
「
令
和
５
年
度
の
確
定
保
険

料
」
と
「
令
和
６
年
度
の
概
算
保
険
料
」
と
「
一

般
拠
出
金
（
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
）」
を
自

主
的
に
申
告
・
納
付
い
た
だ
く
重
要
な
手
続
き

で
す
。
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
最
寄
り
の
金

融
機
関
な
ど
で
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間　

６
月
３
日
W
～
７
月
10
日
R

申
告
書
の
相
談
会　

県
内
各
地
で
実
施
中
。
東

近
江
労
働
基
準
監
督
署
で
は
７
月
９
日
E　

午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
に
開
催
。

問　

滋
賀
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

０
７
７
（
５
２
２
）６
５
２
０

第
20
回
記
念
ア
ー
ト
遊
覧
展

　

近
江
八
幡
美
術
協
会
会
員
33
人
の
絵
画
・
立

体
・
工
芸
・
書
・
写
真
と
４
人
の
招
待
作
品
を

一
堂
に
展
示
。
入
場
無
料

日　

５
月
19
日
Q
～
26
日
Q　

午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
。
21
日
E
は
休
館
）

※
作
品
鑑
賞
会
を
26
日
Q
午
後
２
時
～
開
催

場　

市
文
化
会
館
２
階　

展
示
室
・
会
議
室
１

問　

近
江
八
幡
美
術
協
会　

嶋
さ
ん

０
９
０
（
２
１
０
６
）２
４
１
３

第
１
１
４
回
八
美
会
展

日　

５
月
31
日
Y
～
６
月
2
日
Q　

午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
初
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※�

絵
手
紙
教
室
を
６
月
１
日
U
午
前
10
時
～
正

午
ま
で
開
催

場　

市
文
化
会
館
２
階　

展
示
室
・
会
議
室

問　

八
美
会　

森
さ
ん　

（
33
）５
３
０
５

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験
ビ
ー
バ
ー
の
集
い

　

巨
大
パ
ズ
ル
や
弓
矢
、
綱
渡
り
な
ど
仕
掛
け

い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。　

参
加
無
料

日　

５
月
26
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

30
分
ご
ろ
（
午
前
9
時
30
分
受
付
）
小
雨
決
行

場　

近
江
風
土
記
の
丘
（
県
立
安
土
城
考
古

博
物
館
隣
の
広
場
）

対　

県
内
在
住
の
5
歳
児
～
小
学
生
と
家
族

持　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。　

締　

５
月
23
日
T

※
傷
害
保
険
に
は
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
滋
賀
連
盟
蒲
生

第
２
団　

徳
永
さ
ん

０
９
０
（
１
５
８
６
）０
８
７
２

八
幡
教
育
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
第
２
回
旧
伴
家
寄
席

日　

５
月
18
日
U　

午
後
１
時
30
分
開
演
（
午

後
１
時
受
付
）

場　

旧
伴
家
住
宅
（
新
町
三
丁
目
）

定　
50
人
（
先
着
順
）　

￥　

５
０
０
円

講　

井
筒
家
磯
七
さ
ん
、
近
江
家
八
景
さ
ん

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
講
談
さ
ん
ぽ
in
近
江
八
幡

日　

６
月
２
日
Q　

午
後
1
時
30
分
～（
午
後

１
時
受
付
）

場　

旧
伴
家
住
宅
（
新
町
三
丁
目
）

定　

50
人
（
先
着
順
）　

￥　

２
０
０
０
円

講　

旭
き
ょ
く
ど
う堂
南な
ん
ぷ
う風
さ
ん
、旭
堂
南な
ん
め
い明
さ
ん（
講
談
師
）

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　
（
公
財
）八
幡
教
育
会
館
（
旧
伴
家

住
宅
）　

 

（
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）１
８
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７

春
の
マ
ル
シ
ェ

　

た
こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、
ク
レ
ー
プ
、
ピ
ザ
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集
合
。

日　

５
月
３
日
Y
～
５
日
Q　

午
前
10
時
～
午

後
４
時　

場　

日
牟
禮
八
幡
宮
内
慰
霊
塔
前

問　

共
栄
会
商
店
街　

 
（
32
）３
７
８
０

２
０
２
４
チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ニ
ア

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
近
江
八
幡

　

未
来
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
す
る

キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

日　

６
月
２
日
Q　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

（
午
前
８
時
受
付
）

場　

健
康
ふ
れ
あ
い
公
園

内　

小
学
１
・
２
年
生
、
３
・
４
年
生
、
５
・
６

年
生
、中
学
１
～
３
年
生
の
４
部
門
に
分
か
れ
、

ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
、
ラ
ン
で
競
い
ま
す
。

定　

各
部
門
10
人

※�

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
選
考

の
う
え
、５
月
23
日
T
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

￥　

１
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確

認
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締　

５
月
19
日
Q

問　

近
江
八
幡
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会　

小
野
さ
ん　

０
９
０（
２
１
１
１
）７
５
４
７

万
華
響
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
４

　

箏こ
と

・
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

日　

５
月
12
日
Q　

午
後
１
時
～

場　

旧
西
川
家
住
宅
（
新
町
二
丁
目
）

定　

30
人　

￥　

前
売
り
２
８
０
０
円
、
当
日
３
３
０
０

円　

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
前
売
り
５
０
０
０
円
、
当

日
６
０
０
０
円
（
ス
イ
ー
ツ
代
を
含
む
）

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

万
華
響　

橘き
っ
た
か高
さ
ん

０
９
０
（
８
１
４
６
）９
７
７
３

近
江
八
幡
吹
奏
楽
団　
第
35
回
定
期
演
奏
会

　

楽
団
創
立
40
周
年
の
記
念
演
奏
会
で
す
。

日　

５
月
12
日
Q　

午
後
２
時
開
演（
午
後
１

時
30
分
開
場
）　

入
場
無
料

場　

市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

問　

近
江
八
幡
吹
奏
楽
団　

森
さ
ん

０
９
０
（
１
６
７
６
）８
６
６
１

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
近
江
八
幡

認
証
35
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

日　

５
月
26
日
Q
　
午
後
２
時
30
分
開
演
（
午

後
２
時
開
場
）

場　

市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

内　

Ｌ
Ｅ　

Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
Ｓ（
ル　

ヴ
ェ
ル

ヴ
ェ
ッ
ツ
）に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

￥　

２
０
０
０
円
（
協
力
金
）

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
近
江
八
幡

岡
田
さ
ん　

０
９
０（
８
８
２
４
）１
１
９
９

カ
カ
オ
染
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
る
過
程
で
で
き
る
カ
カ

オ
の
皮
で
染
料
を
作
り
、
麻
綿
マ
フ
ラ
ー
や
風

呂
敷
を
絞
り
染
め
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
カ
カ
オ
の
香
り
に
癒
や
さ
れ
な
が
ら
、
草

木
染
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
カ
カ
オ
ラ
ン
チ
付

き
で
す
。
工
房
見
学
も
あ
り
ま
す
。

日　

５
月
16
日
T　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

だ
も
ん
亭
チ
ョ
コ
レ
ー
ト（
新
町
四
丁
目
）

定　

５
人
（
先
着
順
）

￥　

６
０
０
０
円（
材
料
費
、
昼
食
代
）

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

だ
も
ん
亭
チ
ョ
コ
レ
ー
ト　

（
36
）３
８
７
０

多
文
化
ま
る
ご
と
講
座
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
編
」

　

市
内
在
住
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日　

５
月
19
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

定　

15
人
（
先
着
順
）　

￥　

大
人
１
５
０
０
円　

子
ど
も
５
０
０
円

持　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　
（
公
財
）
近
江
八
幡
市
国
際
協
会　

（
26
）７
０
９
２

抹
茶
を
気
軽
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

日　

５
月
11
日
U
、
６
月
22
日
U　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
茶
亭

定　

１
回
３
～
５
人　

￥　

３
０
０
円

申　

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
無
料
託
児
あ
り
。１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
。

申

問
・
　

抹
茶
を
楽
し
む
会　

山
田

０
８
０
（
３
８
３
８
）１
４
２
９

yam
asakura2

4
2

1
5

@
gm

ail.com

田
植
え
＆
ど
ろ
ん
こ
運
動
会

日　

５
月
５
日
D　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　

イ
カ
リ
フ
ァ
ー
ム（
野
村
町
）　

小
雨
決
行

内　

手
で
苗
を
植
え
る
昔
な
が
ら
の
田
植
え

体
験
と
、
綱
引
き
や
そ
り
リ
レ
ー
な
ど
の
ど
ろ

ん
こ
運
動
会
。

定　

50
組
（
１
組
４
人
ま
で
、
先
着
順
）

￥　

１
組
５
０
０
０
円
（
軽
食
付
き
）

持　

脱
げ
に
く
い
履
物
（
サ
ン
ダ
ル
不
可
）、

汚
れ
て
も
良
い
服
、
着
替
え
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
お
し
ぼ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い

申
問
・
　

㈱
イ
カ
リ
フ
ァ
ー
ム

（
47
）３
９
１
１

さ
く
ら
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

　

パ
イ
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い
初
心
者
向
け
に

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
楽
し
さ
を
教
え
ま
す
。

日　

５
月
19
日
Q　

午
前
10
時
～
正
午

場　

さ
く
ら
健
康
麻
雀
教
室
（
桜
宮
町
）

対　

18
歳
以
上
の
人　

定　

４
人

￥　

５
０
０
円　

締　

５
月
15
日
R

申
問
・
　

北
井
さ
ん

０
８
０
（
２
５
３
１
）６
８
３
７

和
・
洋
作
品
の
展
示
会
と

作
家
た
ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
会

日　

5
月
12
日
Q
・
13
日
W　

午
前
10
時
～
午
後
4
時　

入
場
無
料

場　

土
田
会
館
（
東
日
尊
神
社
敷
地
内
）

問　

藤
野
さ
ん　

（
33
）５
９
８
６

広告

広告

広告
広告
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News Topics ま ち の
わ だ い

「子どもたちに笑顔を」
白鳥川沿いで桜ぼんぼりフェス開催

３月23日

　「白鳥川の景観を良くする会（景観隊）」が、市民に白鳥
川沿いの桜並木で夜桜を見ながら散策を楽しんでもらおう
と、手作りのぼんぼりを設置しています。コロナ禍前まで
はぼんぼり設置後に点灯式を行っていましたが、今年は子
どもたちにも楽しんでもらおうと、「桜ぼんぼりフェス」
が初めて行われました。
　当日約200人の親子連れが訪れ、無料のバルーンアー
トやシャボン玉、ソフトクリーム、綿あめなどを楽しみま
した。午後5時30分過ぎには、桜並木に1 キロメートル
に渡って設置された333個のぼんぼりが一斉に灯り、集
まった親子らは感慨深げにぼんぼりを見上げていました。

いろいろな体験ができる
「わくわく！ワークショップ in安土」

赤こんリポート                                                      馬場 利男リポーター

赤こんリポート                                                 松村 美沙枝リポーター

地産のもてなし
移住者向けイベント「ウェルカムパーティー」

　3月8日、出町にあるHANA KENコミュニティスペース
で、「はちりゅうウェルカムパーティー」が開催されました。
他の地域から引っ越してきた子育て世代が地域の情報を得
やすく、そして友人を作りやすくすることを目的としたイ
ベントです。地域の子育て情報がわかるクイズや地産野菜
のレシピデモ、でっちようかんなど地産品が当たる抽選会、
まつりの楽しみ方などのフリートークで、パーティーは終
始盛り上がっていました。次回は5月24日開催とのこと。
問い合わせは主催のママパスポート近江八幡・竜王まで。

トライアスロンにチャレンジ
　健康ふれあい公園で、「ミニミニトライアスロンリレー」
が開催されました。小学4年生から中学1年生までが、「ス
イム・バイク・ラン」それぞれを3人1組チームのリレー
形式で競い合うというもの。同じサッカーチームに所属す
る子どもたちや友達同士など、さまざまな構成の15チー
ム66人が、種目ごとに人や並び順などを変え、それぞれ
の良さを発揮していました。バイクでは、ペダルがない「バ
ランスバイク」によるリレーを行い、中学生1年生を小学
4年生がさっそうと抜き去る光景も見られました。春休み
の終わりに思う存分体を動かし、親子で楽しみながら良い
思い出作りをしていました。

４月７日

春の夜を焦がす「八幡まつり」の松
たいまつ

明

４月14日

　西暦275年に応神天皇が現在の日牟禮八幡宮へ参詣さ
れる際に、ヨシで松明を作り、火を灯して道案内をした
のが始まりとも伝えられている大祭「八幡まつり」。14日
に行われた宵宮祭は「松明まつり」と呼ばれ、周辺の12
郷がヨシやナタネなどでつくった約2.5メートルから10
メートルにおよぶ大小約30本の松明を燃やし、豊作と無
病息災を祈りました。
　打ち上げ花火を合図に仕掛け花火が奉火されたあと、各
郷の松明が次々に奉火。このうち、大房は結った大松明を
馬場へ担ぎ込み、点火しながら竹竿で支え立てて奉火し、
観客の喝さいをあびていました。

赤こんリポート                                                            東 恵子リポーター

異国情緒に触れた「アンクルン」演奏会
　「なんともいえない心地良い竹の音がするなあ」と、初
めて触れる楽器に興味津々なのは、東町の高齢者デイサー
ビスセンターに通う皆さん。3月28日、インドネシアの
伝統楽器「アンクルン」の演奏会がありました。この楽器
はインドネシアの無形文化遺産に登録されており、1人で
も複数人でも演奏ができることから、「竹のハンドベル」
といわれています。竹の筒をゆすって音を出すため、イン
ドネシアでは脳卒中患者のリハビリの一環として、音楽療
法に使用されているそうです。この日は小・中学生を含む
8人が訪れ、「王将」や「365歩のマーチ」のほか、皆さ
んも 1 つずつ楽器を手にして「ふるさと」を演奏しました。
インドネシアの曲で日本でも歌われた「ブンガワン・ソロ」
の合奏など異文化に触れ、目を輝かせる皆さんでした。

　3月26日に、円山町に拠点がある「まるやまの自然と
文化を守る会」の宮尾陽介さん指導のもと、フリースクー
ルSinceに通う子どもたちがヨシ刈りを体験しました。
　最初に、宮尾さんから「ヨシ」が琵琶湖にとってどのよ
うに重要なのか、活用方法や現状の課題、今後の展望を交
えスライドを見ながらのレクチャーがありました。その後、
ヨシの群生地に移動し、ヨシ刈りを体験。ヨシ原に入った
ことが無い子どももおり、笑顔でヨシ刈りをする様子が見
られました。Sinceスタッフは、「近江八幡ならではの体
験を子どもたちができてよかった」と話していました。

赤こんリポート                                                            渥美 勉リポーター

近江八幡市ならではの体験を
Since の子どもたちがヨシ刈り体験

　住民一人ひとりが命の尊さを考え、交通ルールを正しく
守り、交通安全意識の向上を図ることを目的に、近江八幡
地区春の交通安全運動出動式が近江八幡警察署で行われま
した。出動式では、ひむれ乳児保育所の幼児たち扮

ふん

するジュ
ニアポリスによる歌の合唱や、県警音楽隊がおうみ交通安
全ソング「ありがとう滋賀の道」を演奏したほか、園児の
祖父母のシニアポリスが交通安全宣言を行い、事故防止を
誓いました。最後に、出動の号令を合図に、白バイ2 台を
先頭に「交通安全運動実施中」と書かれた横断幕を手に、
官庁街通りで啓発活動を行いました。

歌とパレードで呼びかける交通マナー　「作ってわくわく・見て聞いてわくわく・食べてわくわく」
をテーマにした、子どもや保護者が楽しめるワークショッ
プが、3月17日、安土コミュニティセンター大ホールで開
かれ、県内から 25 の出店者が集まり、多くの親子が訪れま
した。各体験ブースでは、ものづくりに挑戦している子ど
もや保護者が子どもを手伝うシーンが多く見られました。
また、会場内では消しゴムで作られたスタンプでビンゴが
行われ、参加した子どもたちは楽しみながら景品をもらっ
ていました。主催者の野田真奈美さんは、「大勢の人に来館
してもらえてうれしい。来年も地域の人たちに楽しんでも
らえるワークショップを開催したい」と話していました。

４月５日
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人口と世帯 令和6年4月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,782人
男　　40,195人
女　　41,587人
世帯　35,719世帯

※外国人住民 (38 か国・地域／ 2,040 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。

( －      8)
( +      9)
( －    15)
( + 183)
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水
辺
の
風
景
は
、
本
市
の
文
化
的

景
観
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で

す
。「
近
江
八
幡
の
水
郷
」
と
し
て

平
成
18
年
に
全
国
初
の
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
後
3
回
に

わ
た
り
選
定
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
に
は
西
の
湖
が
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
追
加
さ
れ
、

平
成
27
年
に
は
日
本
遺
産
「
琵
琶
湖

と
そ
の
水
辺
景
観
」
の
構
成
文
化
財

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。　

　

か
つ
て
琵
琶
湖
辺
に
は
「
内
湖
」

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
40

年
代
ま
で
に
行
わ
れ
た
干
拓
事
業
で

大
半
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
現
存
す

る
内
湖
の
中
で
最
大
の
面
積
を
占
め

め
て
い
る
湖
は
西
の
湖
で
、
全
体
の

約
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
一

帯
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
琵
琶
湖
の

原
風
景
を
残
す
貴
重
な
地
域
で
、
水

辺
に
ヨ
シ
地
や
水
田
と
い
っ
た
農
地
、

里
山
な
ど
の
自
然
が
集
落
と
共
生
し
、

国
内
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
美
し

い
水
郷
地
帯
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
、
特
に
島
学
区
に
位
置
す
る

円
山
町
は
屈
指
の
水
郷
地
帯
で
、
町

内
の
中
央
付
近
に
位
置
す
る「
円
山
」

に
登
る
と
周
辺
地
域
の
水
郷
の
広
が

り
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

1
枚
目
に
紹
介
す
る
写
真
は
、
昭

和
初
期
に
円
山
の
山
頂
付
近
か
ら
撮

影
さ
れ
た
古
写
真
で
す
。
水
辺
に
沿

う
よ
う
に
形
作
ら
れ
た
ヨ
シ
地
や
農

地
、
中
央
を
流
れ
る
水
郷
の
先
に
は

西
の
湖
や
そ
の
内
部
に
浮
か
ぶ
湖
岸

緑
地
西
之
湖
園
地
が
見
ら
れ
、
そ
の

奥
に
は
北
之
庄
沢
が
確
認
で
き
ま
す
。

現
在
の
円
山
は
樹
木
な
ど
が
生
い
茂

り
、
同
様
の
景
色
を
見
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
で
す
が
、
こ
の
写
真
が

撮
影
さ
れ
た
時
期
は
山
に
生
え
る

木
々
の
一
部
が
刈
り
払
わ
れ
、
八
幡

山
も
望
む
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
山
麓
に
は
「
八
幡
堀
」
が
見
ら

れ
ま
す
。
天
正
13（
１
５
８
５
）年
の

豊
臣
秀
次
に
よ
る
八
幡
山
城
築
城
に

際
し
造
ら
れ
、
北
之
庄
沢
、
西
の
湖

を
経
由
し
て
琵
琶
湖
に
繋つ

な

ぐ
こ
と
で

多
く
の
船
が
往
来
し
、
城
下
町
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

２
枚
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
昭
和

40
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
白
雲
橋
の
東

側
か
ら
見
た
八
幡
堀
を
写
し
た
古
写

真
で
す
。
こ
の
頃
の
八
幡
堀
は
、
定

期
的
な
堀
さ
ら
い
が
行
わ
れ
な
く
な

り
、
さ
ら
に
は
琵
琶
湖
の
水
位
の
低

下
や
生
活
排
水
の
流
入
と
い
っ
た
原

因
が
重
な
っ
た
結
果
、
写
真
の
よ
う

に
雑
草
が
生
い
茂
り
、
悪
臭
を
漂
わ

    

古古
い
に
し
え

い
に
し
え    

写写    
真真    
館館    

②②

「
水
辺
の
風
景
」

「
水
辺
の
風
景
」

せ
る
川
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
周
辺

住
民
か
ら
堀
の
埋
め
立
て
を
す
べ
き

と
い
う
意
見
も
出
る
中
、
近
江
八
幡

青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
り
、「
堀

は
埋
め
た
瞬
間
か
ら
後
悔
が
始
ま

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
と
い
っ
た
清
掃
活
動
、
保

存
修
景
に
関
わ
る
計
画
の
策
定
と

い
っ
た
市
民
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
実
を
結
び
、
昭

和
50
年
に
は
滋
賀
県
が
行
っ
て
き
た

石
垣
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
化

工
事
が
中
止
さ
れ
、
翌
51
年
か
ら
は

昔
の
八
幡
堀
の
姿
に
戻
す
た
め
、
川

底
の
堆
積
物
の
除
去
や
、
石
垣
の
整

備
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
時
代

劇
の
撮
影
や
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Facebook YouTube LINE

1. 円山から北之庄沢を望む（昭和初期）

2. 白雲橋の東側（昭和 40 年頃）


